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使用説明書 


ご使用前によくお読みください。 





MINOLTA 

The essentials of imaaina 


暴早分かり 準備編 基本撮 


































おまかせ p モード(全自動)で撮影ずる . 

ピン h をわせについて . 

内蔵フラッシュ撮影について . 

ポー h レー h で撮影ずる . 

記念撮影-風最で撮影ずる . 

ク□ーズアップで撮影ずる . 

スポーツで撮影ずる . 

夜最ポー h レー h • 夜最で撮影ずる . 

セルフタイマーを使う . 

ワイヤレス U モコンを使う . 

連続撮影ずる . 

パノラマ撮影ずる . 

曰巧-時刻を写し込む . 

【応用撮影編】 _ 

露出について . 

A (絞り優先)モードで撮影ずる . 

S (シャッター速度優先)モードで撮影ずる ........ 

M (マニュアル)モードで撮影ずる . 

P (プ□グラム)モードで Pa / Ps シフ h 撮影ずる 
ピン h の位置を確認(フォーカスフレーム)ずる 
ね5いの部分にピン h ををわせる(スポッ h フォーカスフレーム) 

写したいをのが動いているときは ( AF モードの切り替え) . 

手動でピン h ををわせるとさは(マニュアルフオーカス） . 


目次 


正しく安全にお使いいただくために. 
攝霞卓かかり . 
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フィルム感度の設定を変更ずる . 

目的にをわせて露出を測る . 

長時閨露光で撮影ずる(バルブ撮影） . 

画面全体を明る< • 暗 < ずる(露出補正） . 

自動的に露出をず5して撮影ずる(ブラケッ h 撮影) 

多重露光で撮影ずる . 

フラッシュ撮影について . 

ス□-シンク□撮影について . 

八イスピードシンク□撮影について . 

ワイヤレスフラッシュ撮影について . 

【カスタム設定】 

カメラの設定を変更ずる（カスタム設定) . 

【付録】 _ 

プ□グラムセッ h ボタンの機能 . 

このカメラと組みをわせて使えるアクセヴ U — ....... 

測光値表示が点滅したとさは(露出の警告） . 

あれっ？と思ったとさは . 

取0扱い上のま意 . 

手入れと保管の仕ち . 

をな機能 . 


4已913臣8012 
7フフ谷谷谷谷999 


3490345 

1112222 
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正しくままにお使いいただくために 


電池の取り扱いを誤ると、液漏れによる周囲のミち損や、発熱 
やが製による火災やケガの原因となりまずので、次のことは 
必ずお守りくださし、。 

♦指定された蕾也政外は使わないでください。 

♦電池の極性 (+/-) を逆に入れないでくださし、。 

♦表面の獅莫が破れたり、はがれたりした雷也は使用しなし、 
で < ださい。 

♦新しい蕾也とちし僵池、メーカーや種類の異なる蕾也を混 
ぜて使用しないでくださし、。 

♦万一蕾也が務扁れし、液が目った場合!ま、こずらずにき 
れいな冰で洗った後、直ちに园币にご相談ください。液が手 
やを顺こ付着した場合は、水でよく洗し、流してください。ま 
た、源扁れの起こった製品の使用は中止してください。 


お買い上げありびとうございまず。 

ここに示した注意事項は、正しくち全に製品をお使いいただくため、また 
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止ずるためのもので 
ず。よく理解して正しくち全にお使いください。 


A 警告 
A ま意 


給表示の例 


この表示を無視し、誤った取り扱いをずると、人が死じし 
たり、重傷を負う可能性が想定される内容を示してしなず。 

この表示を無視し、誤った取り扱いをずると、人が傷害を 
負ラ可能性が想定される内容および物的損害の発生が予想 
される内容を示していまず。 


A 


記号は、ミ主意を促ず内容があることを告げるちのでず。（左図の場 
合は発熱注意） 


A 警告 


A A- A- A_ 
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A 警告 


A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 


蕾也を廃棄ずるときは、テープなどで按铺 P を絶縁してくだ 
さい。 

他の葡勇と接ちをずると発熱、破裂、発火の原因となりまず。お住まい 
の自治体の規則に従って正しく廃棄ずるか、 U サイクルしてくださし、 

ご自分で分ちも修里、改造をしないでください。 

巧郎には高圧音盼\びあり、角をれると感電の原因となりまず。巾舞里が分 
解びお要な場ちは、お買い求めの販売店または最寄り omnty - ビス 
センター•サービスステーションにごな或！くださし\> 

落下や損傷により内部、特にフラッシュ部が露出した場合は、 
内部に触れないように電池を抜き、使用を中止してください。 

フラッシュ部には高電圧び加わっていまずので、感電の原因となりま 
ず。またその他の音盼\も使用を続けると、感電火傷、ケガの原因と 
なりまず。お買し巧めの販売店または最寄りな鱗社サービスセンタ 
サービスステーションに修理をごな或！くださし\> 

幼!ちの□に入るような電池やルさな付属品は、幼!ちの手の届 
かないところにしてください。 

幼児び飲み込む原因となりまず。万一飲み込んだ場 S ま、直ちに医師 
にごホ産炎ください。 

製品および(寸属品を、細ち-子供の手の届く韓囲に放置しな 
いで<ださい。 

幼児.テ供のおくでご使用になる場をは、細むのを意をはらってくだ 
さい。ケガや事故の原因とな0ます。 

フラッシュを人の目の近くで発がさせなし、でください。 

目の面くでフラッシュを発光させるとネ肋障害雄こず願となりまず。 

車などの運転萄こ向けてフラッシュを発光しないでくださし、。 

资 a 事故の原因とな0まず。 
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_ A 警告 _ 

ファインタ’一を通して、特に取り外したレンズのみで太陽や 
弓故、光を見ないでください。 

視力障害 m 明の原因となりまず。 

引火性の高いガスの充満している中や、ガソリン、ベンジン、 
シンナーの近くで本製品を使用しないでください。また、お 
手入れの際にアルコール、ベンジン、シンナー等 Z ) 引火性溶 
剤は使用しないでください。 

胃や火災の原因となりまず。 

万一使用中に高熟、焦げ臭い、煙が出るなどの異常を感じた 
ら、ずみやかに電池を抜き、使用を中止してください。雷也 
も高温になつてしぶことがありまずので、火傷には十分注意 
してくださし、。 

使用を続けると感電火傷、ケガの原因となります。お買し巧めの販 
売店または最寄りな裳報 h サービス センター. サービスステーショ ンに 
修厘をご f 城！ ください。 


么底座 A A 
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A ま意 


直射日光の当たる場所に放置しないでくださし、。 

太揚光がおくの物に結像ずると、火災の原因となりまず。やむを得ず 
菌寸日光下に置く場合は、レンスキャップを付ブてください。 

A 車のトランクやタッシュボードなど、高温やを湿になるとこ 
ろでの使用やは避けてくださし、。 

A 外装が変おしたり、電池の液漏れ、 mjk . 破裂による火災、火傷、ケ 

/み\ ガの原因となりまず。 

発光部に廚實や物を密着させた伏態で、フラッシュを発おさ 
せないでください。 

発光;閒こ発光;部び熱くなり、火傷の原因となります。 
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撮謗き分かり(詳しくは本文をご賢ください) 



1. レンズを取り付けまず。 

レンズとボディの2つの赤い点をを 
わせてはめ込み、カチッと□ックが 
かかるまで時計ち向に回しまず。 

L 6 ぺージ 


2. 電源を入れまず。 

メインスイッチを ON にしまず。 

18ぺージ 

電池はずでにセツ h されていまず。 


3. フイルムを入れまず。 

フイルムの先端を赤いマークにをわ 
せ、裏ぶたを閉じまず。 1目ぺージ 


4. おまかせ FE — ド（全自動）に 
しまず。 

CZ ] (プ□グラムセツ h ボタン)を押 
しまず。 吕日ぺージ 
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己.カメラを構えまず。 

カメラを構え、""（ワイドフオー 
カスフ レーム） に被写体を入れ ま 

ず。 呂4ぺージ 

アイスター h を日 N に設定している 
場をは、自動的にピン h がをいま 

ず。 吕已ページ 

6. 構図を決めまず。 

ズーム U ングを回して写したいをの 
の大ささを決めまず(ズームレンズ 
使诏の場を)。 


7. 撮影しまず。 

シャッターボタンをゆつく 0押し込 
んで撮影しまず。 

ピン h がをいピピッと電子音が鳴る 
とシャッターが切れまず(電子音設 
定日 N の場を)。 

27ぺージ 
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【準備編】 

カメラのを卽の名称や、レンズの交換のち法、フィルムの入れち、電池の 
入れちなど、撮影の前に知っていただきたいことについてまとめていまず。 
ご使用の前に一通り目を通してください。 

このカメラは、ずべての a レンズ、 a - Xi レンズび使用できまず。 V レンズ、 
MD レンズ、 MC レンズなどはご使用になれません。 


このカメラには当なのボディ特性に適合ずるように設計された当社:製の 
レンズおよびアクセサリーの使用をおずずめしまず。他社:製品と組み合 
わせた場合の性能や、それによって生じた事故や故障につきましては保 
証いたしかねまず。あ目かじめご了承ください。 


る部のる赖 


* 印のついたところは、直接手で軸れないでください。 
() 内は参照ページでず。 

カメラボデイ 


内蔵フラッシュ* (35) 
プ□グラムセツトボタン (2 日） 


ダイヤル 

シャツターボタン (24: 

セルフタイ7—ラ、 

ンプ / U モコン賣 
信部 


グリップセンサー (1 □巨） // 
AF レンスイ言号； 



プレビューボタン (58) 


電池室（17)- 



フラッシュモードボタン (35) 
フアンクシヨンボタン 

7アンクシヨンタイヤル 

ストラップ 
取り付け部 (15) 


フオー カ スモー ドレノ V '— (73) 


レンズ取り外しボタン (16) 


王脚ねじ穴 


準備編 
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インスイッチ (2 日） 


オート□ック 
アクセヴ U —シュ- 


ファインダー夺 


アイセンサー夺 


アイピース 
カップ 


フイルム確認普 


パノラマ切0替方 
スイッチ (48) 


デート(曰付-日嚴 I 」写し込助 
ボタン (4 日） 

セレクト(修正位置！扔 
ボタン (4 日） 


ボディ表ち部 



途中巻さ戻じ 
ボタン (23) 


巻き上肝ード 
(セルフタイマー/ 
連織取款/1」モコン 
選扔ボタン 

撮影シーン還尺ボタン 


1」モート 
レリーズ 

夕ーミナル （1 1 7) 


人 h っッゾ 

取り付け部 (15) 


スポツ hAE 

□ックボタン (77) 
裏ぶた□ック確認普 (21) 

[ぶた開放ボタン （1 日） 


スポツ hAF 
□ックボタン(巨 8) 
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ボディ表お部 


フっケット マニユ乃し 

(露出ずらし)表示旧 3) フォーカス泰ち (73) 

' 露出モード泰ち (54) I シャツター速度/フイルム感度表示 


セルフタイ7— 

表 幸 (44) 


デー ト泰が4日） 

撮影シーン 
I セレクター表ち 


を麗光表示 
旧巨） 

八イスピ- 
シンク□表： 

(91) 

フラッシ 


自驟光表示 
(34) 

ワイヤ レス 
フラッシユ泰 

(92) 


pM 网立 

1置騰含《苑屬居 Mlj 

:ホ薇會_»貧|| 

:■■■■■■■一 

I I I I.' フィル^ 


絞0値/露出 


電池容量表示 
(18) 

露止捕正表示 
(82) 

フイルム 

カウンター 


赤目軽減 
表示 (36) 


イルム送り表示 
フ イルム表示 

AF - S モード泰ち (72) 

AF - C モード泰ち (72) 

AF - A モード表示 (72) 


ワイヤレス U モコ ン表ち (4 目） 
1 コマ/ 羅臟表示 (47) 


ここではずべての表示を点巧したが態で説明していまず。 


準備編 
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ファインダー表お部 


スポツトフ オーカ スフ レーム 



八イスピードワイヤレス 
シンク□表示フラッシュ！ 


ンヤツター速度表の 
; I 絞り値/露出補正値量 


添 


測光インジケー 
ター/ X —夕 ー ド 
マニュアル HzT ； 


V - [:け ®® SSSS を asn ^ リリ!!!な 


フラッシュ 
充電完了/ 
調光確認 
表示 


フ オー カス 
位置表示 


フオー カス表ち I 


露出浦正表示 


スポツ hAE 
□ ック 


フオーカス表示か》 


• 点打 

ピントび合ってし、ます。 

㈱ 点口 

ピントび合ってしずす。被写体の動きに合わせてピント位置が変わります。 

〇点口 

ピント合わせの途中で、シャッター(ま切れません;。 

• 点滅 

ピントび合わず、シャッター(ま切れません;。 


フラッシュ充電完了/調光確認表示ち 


ち点なアイスタート日 N でファインダーをのぞいたとき） 

フラッシュ別こなりまず。 

ち点な(シャッターボタン半押しでフラッシュび上がつた後) 

フラッシュの充電び完了しました。 

ち点滅(撮影後） 

フラッシュ光び被写体に届きました。 
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ストラップを取り付ける 


付属のストラップを取り付けると、持ち運びに便利でず。また、カメラの 
落下などを防ぐことびできまず。 

1 - ストラップの先をストラップ 
取り付け部の下から通しま 
ず。 

♦アイピースキャップの取0巧いて 
いる側を、ファンクシヨンタ'イヤ 
ル側に取0巧けてください。 

2.ストラップの止め具の内側を 
通して固定しまず。 

• 反対側を同様に取0巧けてくださ 
い。 




固定(ズ U 落ちないよラに)します。 


準備編 
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レンズを取り付ける-取りかず 


このカメラは撮影シーンに応じてレンズ交換びできまず。 



1.カメラのボディキャップ、レ 
ンズの後キャップを外しまず。 

• カメラの内部、特にレンズ信号接点 
や S ラーに触れた0傷をつけた0し 
ないように、また内部に水滴-砂- 
ホコ U が入5ないように気を付けて 
<ださ U 



2. レンズとカメラの2つの赤い 
点を含わせてはめ込み①、レ 
ンズを軽くカメラに押しつけ 
なが5カチッと音がずるまで 
時計方向に回しまず感。 

♦取り付けのときは、レンズ取りが 
しボタンを押さないでください。 

• レンズを斜めに差し込まないよう 
玻〇がず にして < ださい。 



レンズ取り外しポタンを巧しな 
がら①、レンズを矢印の方向に 
止まるまで回して取り外しまず 

感。 

• 取りがした後カメラとレンズはキ 
ヤツプを付けて保管して < ださい。 


■ 画面別にある光が描写に影響するのを防ぐために、レンズフードの使用をおすす 
めします (1 1已ぺージ参照)。 
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電池を入れる 

このカメラは 3 V リチウム電池 CR 2 を 2 個使用しまず。お買い上げ時にずで 
に電池は入つていまず。 

h 海外旅行などにお出がすの際口ま、予備の電池をお持ちください。 



1. 電池室ふたの溝を矢印の方向 
へ引さ、ふたを開けまず。 

♦電池交換ずる場をは、メインスイッ 
チを日 FF にしてか5行ってくださ 
い。 


2. 電池室ふたの + /- 表示にし 
たがって電池を入れまず。 


3. ふたを閉めまず。 


■ 電池室ふたを開けたまま、ふたを下にしてカメラを置かないでください。破損の 
原因となります。 

■ 電池を交換するときに己分し化電池を入れなしが態が続いたり、電池が完全に肖 
转した状態で保旨していた場合!ま、日付•時刻がリセットされます。このような 
場合!ま日付*時刻を合わせ直してください (4 9ぺージ参照)。 

■ 電池の取り扱いについては「取り扱い上城ま意」 （1 23ぺージ)をご覧くださし、。 
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電池客量を確認ずる 

メインスイツチを ON にしていると、電池の容量び常にボディ表示卽に表示 
されまず。 


P 

若 UTO □ 公 


P 

-、 ピ 

AU;0 □ A 

/ ’ 



♦ 点巧 

電池容量は十分でず。 

♦ <1=■点滅 

電池を交換ずることをおずずめしまず(このが 
態でを撮影はでさまず)。 

♦ のみ点滅(他の表示はずべて消抑 

新しい電池と巧契してください(シャッター{ま班れ 
ません)。 

電池を入れなし臘態で電ミ植ふたを閉めたときも 
同様示になりまず。 

そのまま已分■な上経過ずると表示び消えまず。 


■ メインスイッチを日 N にしても何示されないとをは、電池の向き慰奮認して 
ください。 

■ ご貞黃入時に1為1?品電池を入れていますが、電池の特性やな管状況により一時的 
に d * が,な威することがあります。この場合はメインスイッチを何實か切つ 
たり入れたりすると、電ミ量が回復します。ご購入時の蕾せは出荷時に入れた 
ものなので、通常購入される電池と比べてミ^が早くなることがあります。 
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フイルムを入れる 


撮影の前にフイルムを入れまず。フイルムの出し入れは、直が日光を避け 
て巧ってください。 

DX コード付フイルムを使用ずると、フイルム感度び自動的に設定されまず。 

1.フイルム確認窓で、フイルム 
が入つていないことを確認し 
まず。 







r~—A arn (T=rxr) ゅ I ILIIC 


2 .裏ぶた開放ポタンを巧し、裏 
ぶたを開けまず。 


3. 図のようにフイルムを入れま 
ず。 


W 



シャッター幕は非常{謂く精巧に作らむていますので、 
組规こがぶどを雜れないでくだされ故障の原因となり 
ます。お手入れの際に、シャッター幕ヘプ□アーなどで 
エアーを直接欧きかけないでくださし、また、フィルム 
を装県交換する際、シャッター幕に指やフィルム先端 
などで融むないでください。シャッター幕の破損•変お 
の恐れびあります。 

'シャッター幕 


準備編 
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4. フィルムの先端を赤い マーク 
の範囲内に含わせまず。 

• フィルムが浮さ上が5ないよ5に 
パ h □—ネ（フィルム容器)を押さ 
えて < ださい。 

〇 X 


• フィルムの先端を入れ過ざないよ 
うにしてください。先端が出過ぎ 
た時は、パ h □—ネの中に戻して 
<ださい。 

己.裏ぶたを閉じまず。 

• フィルムが]コマ目まで自動的に 
巻さ上げ5れた後、セーフティ □ 
ックがかか0まず。 

♦裏ぶたを閉じる時に、ス[-ラップ 
をはさまないように気を巧けてく 
ださい。 
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♦フィルムが正し<卷さ上げ5れていれば、フィ 
ルム感度と 0-i が表示されまず（フィルム感度 
は已秒閨のみ表示)。 

♦メインスイツチが日 FF のが態でフィルムを入れ 
た場をは、フィルム感度と a--i が已秒閨表示さ 
れた後、表示が消えまず。 

♦フィルムが正しく送5れていない場を、フィル 
ムカウンターの Q- ぶが点滅しまず。このときは、 
裏ぶたを開けてフィルムを取り出し、をう一度 
入れ直して < ださい。 

^ ♦このカメラには、フィルムが入ってい 

るときに S ぶた開放ボタン娜しても 
不诏意に開かないセ-フティ□ツク機 
能がありまず。 

rrsT/^H^fl •フィルムが正しく封上げ5れると、 

g ぶた□ツク確認窓が赤くなりまず。 
このが態で裏ぶたを開けることはでさ 

- ません。フィルムを入れ替えたい場を 

は、必ず巻さ戻してか5裏ぶた開放ボ 
タンを押して < ださい。 


■ ポラ□イ W ンスタントリバーサルフィルムや献化 f フィルムは使用できません。 

■ DX コードが阿し、てしなしロィルムを入 nr こ場合、フィルム朝園ま麵に使用され 
てし、たフィルム®^凰こなります。フィルム感廚まぶ風而じて変更してお使いく 
ださし X 74 ぺージ割,哥。 

■ 3巨枚撮りじ It のフィルム （7 狐撮り俾营^フィルム等）を使用された場合 
40コマ目を撮影すると自動的に巻頭しが始まります。このカメラで撮影できる 
枚溯ま40コマ迄です。 


にぶ、 


-0.J2 


too 


Q. 


準備編 
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フイルムを取り出ず 


撮影したフイルムは現像ずるため、カメラか目取り出しまず。撮影済みフ 
イルムを長い期間放置ずると、プリントの際に変色ずることびありまず。 
撮影後は、できるだけずみやかに現像ずることをおずずめしまず。 


1. 最後のコマを撮影ずると、自 
動的に巻き戻しが始まりまず。 

• フィルムの巻き戻しが終わるとの 
が点滅しまず。@が点滅ずる前に 
裏ぶたを開けないでください。ま 
た □ ックがかかっているが態で無 
理にこじ開けないでください。 

2. 裏ぶた開放ポタンを巧し、裏 
ぶたを開けまず。 

• 裏ぶた □ ック確認窓でセーフティ 
□ックが解除されていることを確 
認してか5開けて < ださい。 

3 . フイルムを取り出しまず。 



: Q 


0 

/し, 


■ 巻頭し中にレンズのフォーカスリングを回さないでください。 

■ 規冠夕数じ Lb 撮影した場合、最後のコスお見徹処理でカットされてしまうことが 
あります。 

また、正しく日付や時刻の写し込みがされなし鳴合があります。 

■ 最後の〕マを撮影しても自動的に巻き戻しが始まらないように、カメラの設定を 
変えることちできます (1 〇みぺージ参照)。 

■ 巻を戻した後のフィルムの先端が残るよラに(パト□ーネ内に巻を込まれてしま 
ねないように)、カメラの設定を変えることもでさます (1 0かべージ参照)。 
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透中で取り出したいときは 


1. ボディ背面の途中巻さ戻しポ 
タンを軽く巧しまず。 

•卷さ戻しが始ま0まず。 

2. 巻き戻しが終わった5、フイ 
ルムを取り出しまず。 


■ ボールペンなどの巧の丸いもので軽く押します。巧のとがったもので押すと、故 
障の原因になります。 



準備編 
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カメラを構える 

シャッターボタンの半}甲し 

シャッターボタンを軽く押ずと、途中で少し止まるところびありまず。こ 
の使用説明書ではここまで押ずことを r 半押し」と呼んでいまず。 


ュ 

押ず前 半押し 押し込んだ3膊 J 


カメ フの括ス方 

カメラび少しでも動くとぶれた写真になりまずので、しっかりと構えて撮 
影してください。ち手でカメラのグリップを持ち、協を閉め、左手でレン 
ズの下側をもって支えまず。 



片足を軽<踏み出し、上半身を安定させて j 麗 j して<ださし、壁にちたれたり、 
机などにがをついても効果があります。 

暗し鳴巧でフラッシュを使用しないで j 麗 j する場合や、望遠レンズ对まラ場合!ま、 
手ぶれが起こりやすくなります。このような場合は王脚などにカメラを巨たして 
撮影してください。 
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アイスタートについて 

このカメラは、構えるだけで撮影準備び整う「アイスタート」機能を搭載 
していまず。メインスイッチを ON にした後、グリップを握ってファインダ 
一をのぞくと、自動的にピント合わせ、露出（シャッター速度や絞り値な 
ど)の決定を巧いまず。ご購入時は ON に設定されていまず。 


グ U ップセンサー アイセンサー 



アイスタートを OF 円こずる 


1. フアンクシヨンダイヤルをア 
イスタート茹 RT の位置まで回 
しまず。 



準備編 
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2. フアンクシヨンポタンを巧し 
なが5ダイヤルを回し、ポデ 
ィ表示部に Gf ; こを表示させ 
まず。 


アイスタートを ON にずる 



OFF にずる場含と同じ要領 
で00を選びまず。 


■ アイスタートは、グリップセンサーとファインダー左上のアイセンサーがカメラ 
を構えていることを横 E 日して Mi ) します。カメラを王脚に取り付!すグリップから 
指が離れてしぶときや、手袋をしてグリップを握ってしぶときは、アイスタート 
が Mi ) しません。このような場合は、シャッターボタンを r 半押し」してくださ 
し、 但4ぺージ参欄。 

■ グリップセンサーにさねらなくてもアイスタートが作動するように、カメラの設 
定を変更することができます (1 0巨ぺージ参欄。 

■ アイスタートの作動を止めることもでをます。アイスタートの機能を OFF に設 
定した場合は、シャツターボタンを r 半押し」にすると、ピントが合しなす。 
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電子音について 


ピントび合ったときやセルフタイマー作動時に電子音を発し、音でも作動 
確認できまず。電子音を設定ずると w 下のような音び鳴りまず。 

ご購入時は ON に設定されていまず。 


作動 

電子音 

オートフォーカスでピントがちし程店された時 

(ピピッ） 

セルフタイマー作動中 

( ピーピーピー…ピピピピー） 

旧 U モコン RC -3(2 S ) 使用時 

(ピピピピー） 

旧 U モコン RC -3(>) 使用時 

(ピッ） 


劍 R U モコン RC -3 は別売でず。 


電子音を OF 円こずる 



1. フアンクシヨンダイヤルを■り） 
の位置まで回しまず。 


2. フアンクシヨンポタンを巧し 
なが5ダイヤルを回し、ポデ 
ィ表示部に0;=/^を表示させ 
まず。 


電子音を ON にずる 



OFF にずる場含と同じ要領 
で Gil を選びまず。 
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阻巧机な商 
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虐本撮影編】 

きれいな写真び簡単に撮れる全自動での撮影ち法と、ポートレート、風貢、 
記念写真、夜貢など、シーンに合わせた撮影ち法について説明していまず。 


おまかせ P モード(を自動)で撮影ずる 


おまかせ P モードは、簡単な操作で気軽に撮影できまず。 



1.メインスイッチを ON にしま 
ず。 


2.広] 口□グラムセットボタン) を巧し 

まず。 

♦全自動のが態にな0まず。設定を 
変えないかざ0、毎回押ず必要は 
あ0ません。 



3. 写したいものがじ^ (ワイドフ 
才一カスフレーム）に入るよ 
ラにカメラを構えまず。 
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4 .構図を決めまず。 

ズームレンズを使诏している場をは、 

ズーム U ングを回して写したいをの 

の大きさを決めまず。 

• アイスター h を日 N にしている場 
をは、自動的にピン h がをいまず 
(2 已ページ参照)。 

• アイスター h を日 N にしている場を 
でファインター巧にちが点巧した 
とさは、フラッシュが発光しまず 
(31 ページ参照)。 

己.シャッターポタンを半押しし 
まず。 

• アイスタートを日 FF にしている場を 
は、この時点でピントび含います。 

• ピン h がをうとピピッと電子音が 
鳴0まず（電子音設定日 N の場を)。 
ピン h ををわせたセンサーが一瞬 
赤 < 点巧しまず。 

• アイスター h を日 FF にしている場 
をで、ファインター巧にちが点な 
したとさは、フラッシュが発光し 
まず (3] ページ参照)。 


6.シャッターポタンをゆっくり 
巧し込みまず。 

• シャッターが切れまず。 

■ カスタム設足の8で、1しソ外に設定してし巧とフラッシュは自動篤光にはなりません。 
■ フアンクシヨンダイ啊レの設定が因因！になっていると、シャツターは切れ撮影で 
きますが各種柔作部村での機旨駿更はでをません。 
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ちが点'なした5 

前ぺージ「おまかせ P モード（全自動)で撮影ずる」の手順4および手順已で 
ファインダー内にちび点!打ずるとフラッシュび発光しまず。 W 下の手順に 
従ってください。 



アイスタート設定 ON の場合 
4. 構図を決めまず。 

♦フラッシュが発光ずる場を、ちが 
点なしまず。 

己.シャッターポタンを半押しし 
まず。 

•巧蔵フラッシュが上がりまず。充 
電が始ま0ちが一旦消巧しまず。 
♦フラッシュの充電が完了ずると 
V が再び点なしまず。 

アイスター ト設定 OFF 0 場合 

己.シャッターポタンを半押しし 
まず。 

•内蔵フラッシュが上がり、充電が 
始ま0まず。 

• フラッシュの充電が完了ずるとち 
が点なしまず。 



6. シャッターポタンを巧して撮影しまず。 

♦撮影後は、ちが点滅してフラッシュ光が被写体に届いたことをお知 
5せしまず。 

• 自動発光の場をは、フラッシュが必要なとさのみ発光しまず。 
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ピント合わせについて 

フオー カス表お 


シャッターボタンを半押しすると、自動的に 
ピントををねせ、ファインター内のフ オーカ 
ス表示びピントの状態をお知5せします。ピ 
ントび含うと、ピピッと電子音別島ります。 

唐点距離®長いレンズやマク□レンズをご使用のとき、あるいは暗い被写体を i 驟言 
するときは、ピント精度を上げるためレンズの， i 勵びかし遅くなる場含びあります。 



• 点な 

ピントび合っています。 

み》点な 

ピントび合ってし巧す。被写なの動きに合わせてピント位置び変わります。 

(()) 点な 

ピント合わせの»で、シャッターは切れません。 

• 点滅 

ピントび合わず、シャッターは切れません。 


• が点滅したときは 

♦オートフオーカスの苦手なをの、またはレンズの最短撮影距離よりを近いをのを 
撮ろラとしていないか確認して< ださい。 

• このが態でをシャッターが切れるように U たいときは、マニュアルフオーカス (73 
ページ参照)を使用するか、 ] 日3ページ(カスタム]参照)をご覧ください。 


オートフォーカスの苦手な被写体 

オートフォーカスは、被写体のコン h ラス h (明暗差)を利诏してピン h をを 
わせまず。次のような被写体では、ピン h がをいにくいことがありまず。 



青空や白壁など 
コントラスト(明 
暗差)のないちの 


お0の中の動物 
など、距離の異 
なるものび混じ 
つているとさ 


ビルの外観など、 
繰り返し パター 
ンの運続するち 
の 


太陽のように明るい 
腿体や、軟ボデ 
イ、フ]<面などさらを 
ら輝いてしぶな D 
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写したいをのが画面の中央にないとをは(フオーカス□ック) 

ピントを合わせたいものび [ ^ (ワイドフ 
オーカスフレーム)に入目ないまま撮影ず 
ると、ピントを合わせたいものびぼけてし 
まいまず。このようなときは、巧の手順で 
ピントを固定口才ーカス□ック）して撮影 
しまず。 





1.ピントを含わせたいちの 
に^^ (ワイドフ オーカ スフレ 
ーム）を含わせ、シャッター 
ポタンを半巧ししまず。 

♦ファインタ'一巧の♦が点巧し、ピ 



ン h のをつた部分の□一カルフオ 


一カスフレームが一瞬 赤<点巧し 


よ苗 0 


2. シャッターポタンを半押しした 
まま、撮りたい構図にしまず。 


3 . シャッターボタンを押し込み 
まず。 

• シャッターが切れまず。 


■ フォーカス表示♦が点打しなし、とき(被写体が動し、ているときなど)は、ピント 
が巨たされないので、フォーカス□ック撮訝まできません。 

■ カメラのスポット AF □ックボタンでピントを固定(フォーカス□ック撮影)する 
こともできます (6 8ぺージ参照)。 
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内蔵フラッシュ撮影について 

LPJ (プ□グラムセットボタン)を押ずと、フラッシュは自動発光 i 。 とな 
りまず。フラッシュび必要な場合、シャッターボタンを半押しにずると内 
厭フラッシュび自動的に上がり、フラッシュび発光しまず。最初か目フラ 
ッシュび上がった状態では、必要な場合は自動的に発光しまず。使用後は、 
手で押し下げてください。 

フラッシュ表巧 



ファインタ'一巧のフラッシュ表示が、フ 
ラッシュのが態をお知5せしまず。 


み点巧(アイスタート曰 N でファインダーをのぞいたとき） 

フラッシュ別こなりまず。 

ち点な(シャッターボタン半押しでフラッシュび上がった後) 

フラッシュの充電び完了しました。 

4点滅(撮影後） 

フラッシュ光び被写体に届きました。 


フラッシュ光の届く節囲 


絞 D 値* 

フイルム感度 

1 S 0100 

1 S 0400 

F 3 .已 

1 .0 m ~3.4 m 

1 .Om 〜 6.8 m 

F 4 

1 .□ m 〜3.0 m 

1 .Om 〜 6.0 m 

F 已.已 

1 .Om 〜 2. 1 m 

1 .Om 〜 4.3 m 


ホ絞り値(已2ページ参照)。 


内蔵フラッシュの光が届く 
範囲には限度があり、絞り 
値*とフィルム感度によつ 
て異な 0 まず。な下の表を 
目安にしてください。 


■撮影後ちが点威しなかったとさは、フラッシュ光が被写体に届いていません。 

上の表で、フラッシュ巧の届く範囲を確認してください。 

■ フラッシュ}麗居の手順こついでま、3已ぺージをご覧ください。 
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フラッシュを必ず発光さはたいとき(強制発光) 


屋外で人物の顔に帽子の影びでをているとをや、堂光むのついた屋内で撮 
影ずるときなどは、フラッシュを発光させるとより美しい写真び撮れまず。 


1 . 0 ロラッシュモ-ドボタン)を巧しな 

がらダイヤルを回し、ボディ 
表示部にちを表示させまず。 

2.撮影しまず。 


フラッシュを発光させた < ないとを(発光禁止） 

美術館などフラッシュ禁止の場所では、フラッシュを発光させずに撮影し 
まず。 

1 . 0(フラッシュモ-ドボタン)を押しな 

がらダイヤルを回し、ボディ 
表示部に®を表示させまず。 

2. 撮影しまず。 

• フラッシュが上がっている場をで 
を発光しません。 





■ 強を隣光と発お禁止巧為定は!麗ぶ菱も同じ状態です。自1(篤光に戻すには、上記 
の操作で A ミ。を表示します 

■ 自 i ^篤光設冠き、強制階光を設定しなくてち、フラッシュ = E — ドボタンを押しな 
がらシャッターボタンを押してフラッシュを必ず発光させることちでをます。 

■ P = E — ドや撮影シーン鹽尺時でちフラッシュが上がつていれ!ず甫に発化するよラ 
に、カメラの設定を変えることもでさます (1 07ぺージ参照)。 

■ 暗し鳴巧での撮影で、発が禁止にして撮影するとシャッター連實が遅くなり、ぶ 
れやすくなります。王脚の使用をおすすめします。 
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目がホく写るのを軽減しまず(赤目軽減) 

暗いところで人物を内厭フラッシュで撮影ずると、目び赤く写ることがあ 
りまず。 

^ フラッシュのホ発光の前に数回、ル光量の発光が行われます。写される人 I こ本発 
光が鞭わるまで動かないようにお伝えくださし、 



1. フアンクシヨンダイヤル 
を％ L の位置まで回しまず。 

2. フアンクシヨンポタンを押しな 
がらダイヤルを回し、ボディ表 
示部にみ So を表示させま 
ず。 

• ボタンか5手を離ずと通常の表示 
に戻0、ボディ表示部にはみが 
残0まず。 


3 . 撮影しまず。 


■ 撮影®直前に」\光量のフラッシュを何回か発光させると、この現象を和らげるこ 
とびでをます。 

■ 発光が1回きりの通甫のフラッシュ撮影に戻す口ま、同じ操作でボディ表玩 R に 
卷 L OFF を表示させます。 
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内蔵フラッシュ使用時の注意 

内厭フラッシュで撮影ずる場合は、フラッシュ光びレンズでさえぎ目れて、 
写真の下卽に影びできることびありまず。 W 下の点に注意して撮影してく 
ださい。 


♦被写体か5 ] m な上離れて撮影してください。 

♦レンズフードは取りがしてください。 

♦下記のレンズで内蔵フラッシュ撮影ずるときは、広角側でフラッシュ 
光がレンズでさえざ5れることがありまずので、フラッシュ撮影には 
別売のプ□グラムフラッシュの使诏をおずずめしまず。詳しくは r ア 
フタ ー サービスの ご案内 j に記載されている当社 サービスセンター、 
ヴー ビスス テーシヨン にお問いをわせください。 

- AF ズーム] 7-35 mmF 3.5 G 
- AF ズーム 28-7 日 mm F 2.8 G 
- AF ズーム 28-8 已 mm F 3 .已 -4 .已 
- AF ズーム 28-1 3已 mm F 4-4 .已 

♦下記のレンズ使诏時は、フラッシュ光がレンズでさえざ5れるため、 
巧蔵フラッシュによる撮影はできません。 

- AF アポテレ 3 日日 mm F 2.8( 八イスピードタイプを含む） 

- AF アポテレ 6 日日 mm F 4( 八イスピードタイプを含む） 

♦このカメラの内蔵フラッシュは、焦点距離 2 8 mm の画角をカバーしま 
ず。 2 8 mm 未満の広角レンズで巧蔵フラッシュ撮影をずると、写真の 
周辺まで光が届かず、暗< なることがあ0まず。 
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ポートレートで撮影ずる 


背貢を程よくぼかし、人物をくっきりと立 
付:的に引き立たせまず。 

y 子供を撮るときは、かがんで撮りましょラ。 
子供 D 目線 I 苗わすとよりいきし、きとした 
表情をとらえることができます。 




■ 逆光のとさや顔に影がでをてし巧とをは、フラッシュの使用をおすすめします 
但已ページ参照)。 

■ 背景をぼかすには、ズームレンズの望違側(または望違レンズ)の方び効果があり 
ます。 
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記念撮影 • 風景で撮影ずる 


手前の人物も、思い出に残したい背貢も、 
両方ともくっきりと写しまず。風貢写真も 
シャープに写せまず。 

^ 広角レンズまたはズームレンス使用時は広 
角側で撮影しましょう。 




1- 國（撮影シ-ン選おボタン)を巧し、 

llAJ の下に ▲ を表示させま 
ず。 


2.撮影しまず。 



■記意首真で逆化のとをは、フラッシュの使用をおすすめします。風景のみ撮影す 
るときは、フラッシュ光が届かないのでフラッシュは使用しないでくださし、フ 
ラッシュでードボタンとダイ啊レで発が禁止®を選んでください (3 已ぺージ参 
照)。内蔵フラッシュ光の届く範囲について I お34ぺージをご覧ください。 

■ 曇りの日などそれほど明るくないときは、手ぶれしやすいので、王脚の使用をお 
すすめします。 

■ 夜景を背景に記意撮影する場合!ま、夜景 K - 卜卜でードをお使いくださし、。 
■ 画酸体にピントを合わせる口ま、ズームレンスの広角燃または広角レンズ)の 
ちが切]果があります。 
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クローズアツ プで撮影ずる ® 


小さい草なや昆虫などを近接撮影ずるとを 
に 使いまず。被写体全体をくっきりとシャ 
ープに 写しまず。 

^ ク□—ズアップ撮影では手ぶれが目立ちや 
すくなるので、王脚の使用をおすすめしま 
す。 


1- 幽（撮影シ-ン選おボタン)を巧し、 

雄]の下に ▲ を表示させま 
ず。 


2.撮影しまず。 

• ピン h 精度を上げるためレンズの 
駆動がかし遅くなる場をがあ0ま 
ず。 




■ Im 似内の距離では、写真の下部に影がでさるため、内蔵フラッシュは使用しな 
いでください(フラッシュ = E — ドボタンとダイヤルで発が禁止®を選んでくださ 
い)。 Im 总内のフラッシュ撮訝こは、別売のプ□クラムフラッシュをおすすめ 
します。 

■ レンズの最周最影距離に注意して撮影してくださし、。 

■ より大きく!麗居するには、 AF マク□レンズをおすすめします。 
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スポーツで撮影ずる 〜 


速く動いているものの瞬間をシャープに写 
し止めまず。 

^ 運動をの徒ミ就ではゴールの近 < で待ち伏 
。たイント せし、ゴっ I レした瞬間をねらって撮影しま 
し d ； ラ。 




1- 國（撮影シ-ン選おボタン)を巧し、 

を J の下に ▲ を表示させま 
ず。 


2.撮影しまず。 



■ なるべく高 M なフィルム(に日400 . 800など)の使用をおすすめします。 

■ フラッシュ胤'個かない場合は、フラッシュは使用しないでください(フラッシ 
il = E — ドボタンとダイヤルで発光禁止®を選んでください)。内蔵フラッシュ光 
の届く範國こついて I お34ぺージをご覧ください。 

■ 望遠レンズ使用時には、手ぶれしやす LKD で三脚の使用をおすすめします。 

■ このドでは、被写体の動きに応じて甫にピント位置が齊ねるコンティニュア 
ス AF @ になります。 
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巧景ポートレート•巧景で撮影ずる IRS 


夜景ポートレート撮影(人物+夜景の場合) 


夜貢や夕貢を背貢にして記念撮影ずると 
きに、手前の人物も背貢もきれいに撮影 
しまず。 

^撮影される人物が動くと写真もぶれるの 
胃 f：/!^ で動かないように注意してくださし、。 




■ シャツター連實が遅くなり、手ぶれしやすいので、王脚の使用をおすすめします。 
■ なるべく高感直なフィルム(に日400 . 800など)の使用をおすすめします。 

■ フラッシュは自動発光 A ミ。または強制発おちにしてくださし、 (3 已ぺージ参照)。 
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夜景撮影(夜景のみの場合) 


フラッシュ光の届かない夜貢をきれいに 
写しまず。 




國（撮影シ-ン選おボタン) を巧し、 

國の下に▲を表示させま 
ず。 


2 - ©ロラッシュモ-ドボタン) を巧しな 

がらダイヤルを回し、ボディ 
表示部に®を表示させまず。 

3 . 撮影しまず。 


■ シャツター連實が遅くなり、手ぶれしやすいので、王脚の使用をおすすめします。 
■ なるべく高 M なフィルム(に日400 . 800など)の使用をおすすめします。 

■ 明かりのがなし任侧に暗し顿景だと、写貢がうまく化 h がらないことがあります。 
■ ピントが合いにくいときは、明るい部分でピント始わせてから撮影してくださ 
し、。 
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セルフタイマーを巧 5 


シャッターボタンを押してか目約10秒でシャッターび切れ撮影されまず。 

カメラを兰刷などに固定しま 
ず。 

國谱き上げモ-ドボタン)を巧し、 

ボディ表示部にのを表示さ 
せまず。 

シャッターポタンを半押しし 
て、撮りたいものにピントを 
含わせまず。 

4. そのままゆつくりとシャッタ 
ーポタンを巧し込みまず。 

♦セルフタイマー作動中は、カメラ 
前面のセルフタイマーランプが点 
滅し、撮影直前には素早い点滅、 
そして点なとな0、撮影のタイ S 
ングをお知5せしまず。 

• 電子音設定が日 N の場を、撮影の夕 
イミングを音でをお知5せしまず。 
(27 ページ参照） 



■ 撮影 f 参、セルフタイマー撮影Iが?除されます。 

■ カメラの真正面に立ってシャッターボタンを押さないでください。ピント合わせ 
がでさな < なります。 

■作動中のセルフタイマーを止めるには、メインスイッチを日 FF にするか、もう 
一度〇 (巻き上げでードボタン)を押してください。 

■ カメラの後ろに明るし巧だ原や励3物などがあるときは、ファインダーから光が入 
るのを防ぐため、アイピースキヤップを巧けてください (1 1巨ぺージ参照)。 
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ワイヤレスリモコンを巧う 


別売の旧リモコン RC 。 を使うと、離れたところか目撮影できまず。 




1. カメラを HBP などに固定しまず。 


2.國谱き上げモ-ドボタン)を巧し、 

ボディ表示部にク^を表示さ 
せまず。 


3. リモコンをカメラに向けて 2 S 
ボタンか • ボタンを巧して撮 
影しまず。 


♦ 2 s ボタンを押ずと、カメラ前面の 
セルフタイマーランプが点滅し、 
約2秒後に撮影されまず。 

♦ ♦ボタンを押ずと、セルフタイマ 
ーランプが]回点滅し、ずぐ撮影 
されまず。 

♦電子音設定日 N の場を、撮影のタイ 
ミングを音でをお知5せしまず。 
(27 ページ参照） 



• U モコンの作動範囲および作動距 
離は左図のよ5にな0まず。 


■ 撮影後もリでコン撮訝ま解除されません。そのまま続けて撮影できます。 

■ 使用するレンズによって作動範囲が狭くなる場合があります。 

■ 网誌フラッシュが発がするとをは、最初にリでコンのボタンを押したとさにフラッ 
シュが上がって巧動'雌まり、再實リでコンのボタンを押したとき口最影されます。 

■ リでコン撮影を解除するには、メインスイッチを日 FF にするか、もう一度巻き 
上けモードボタンを押し、別定にしてください。また、已分じ It カメラやリ 
でコンを操作しないと、自動的にリでコンでードは解除されます。 

■ ワイヤレスリでコントドで、シャッターボタンを押して撮影するとリでコン撮 
影Iが f 除されます。 

■ カメラの後ろに明るし饰源や励3物などがあるときは、ファインダーから光が入 
るのを防ぐため、アイピースキャップを巧けて<ださい。 

■ワイヤレスリでコン =E— ド設冠き、シャッターボタンでピントを合ねせると、リ 
でコンのボタンを押してもピント合わせ!ま行われません。 


45 










































写したいものが画面の中央にないとをは 


旧リモコン RC -3 を使つて撮影ずる場 S こ、被写体び画面中央にないとき 
は W 下の手順で撮影してください。 



「 [:;:]• 巧 G 5.5 -2 小8小: 



1. カメラを HfliP などに固定しまず。 

2. 國（巻き上げモードボタン)を巧し、ボ 
ディ表示部にを表示させます。 

3. ピントを含わせたいものに^三 
ワイドフ オーカ スフ レームを 
含わせ、シャッターポタンを 
半巧ししまず。 

4. ファインダー内のフオーカス表 
示•が点灯した5シャッターボ 
タンから J 目を離しまず。 

• シャッターボタンか5指を離してもピ 
ントおよび麗出は固定されています。 

• ボディ表示部にを測光値が表示され 

On 9 〇 

己.撮りたい構図に変え、リモコ 
ンで撮影しまず 

• U モコンの 2 S ボタンまたは♦ボタ 
ンを押して撮影しまず。 


■ 撮影後もピントは固定されています。ピント位置を変えて!麗 j する場合は、上記 
手順3〜已を繰り返してくださ IA 

■ APE - ドがコンティニュアス AF の場合は、ピントおよけ露出が巨居されません 
ので、このち法での撮影はでさません。 

■ シャッターボタンの化仁りに、スポット AF □ックボタンを押してち上記と同じ 
_ ように撮影できます。 _ 
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連続撮影ずる 


シャッターボタンを押し続けている間、連続して撮影しまず。 



1.國谱き上げモ-ドボタン)を巧し、 

ボディ表示部に a を表示さ 
せまず。 


2.シヤツターポタンを巧し続け 
て撮影しまず。 

♦押し続けている闇、連続撮影され 

弓- 〇 



■ 次の条件のとき1砂に約3コマの速さで撮影でをます。 

ワンシヨット AF またはマニュアルフォーカスで、シャッター翅實が1/2已巧少 
じ(上、日付•時刻の写し込みなし、フラッシュ発おなし、新品電池使用。 

■ 連綿最影を終えるとをは、！^ (巻を上げでードボタン)を押して、ボディ表示 
部に□を表示して < ださい。 

■ 内蔵フラッシュが発光するとをは、フラッシュの巧電が完了してから撮影されま 
す。 

■ APE - ドを A (自動切り督え)または C (コンティ ニュア ス) にしている場合、 シャ 
ッターボタンを押し続(すている間は、被写体までの距離が変わったときはその直 
ピントを合わせ直します。 

ピントが合うまでシャッタ ー I 楓れませんので、運綿最影の速さを優先したいと 
をは、カメラをレリーズ優先 (1 03^—ジ参照)またはマニュアルフォーカス (73 
ぺージ参照)にしてくださし、。 

■ AF ズーム Xi レンズ、または AF パワーズームレンズ使用時は、運綿最影中のズー 
ムはでをません。 
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パノラマ撮影ずる _ 

撮影の途中で、標準撮影とパノラマ撮影を 
切り替えることびできまず。 

^ 縦イ躍で撮影しても楽しい写真が撮影で 

ロン ィン ト き^ " T 。 

1. パノラマ切り曾えスイッチを 
パノラマ側匹]にしまず。 

• ファインタ'一がパノラマ诏に切り 
替わりまず。 

2. 構図を決めて撮影しまず。 


■ 標缉最影に戻すときは、パノラマ切り替えスイッチを I stdI 側にします。 

■ パノラマ切り督えスイッチは止まるまで確実に操作してください。 

■パノラマ撮影するときは、画面の周辺に少し宗おを持たせてください。プリント 
される範囲が、実觸こ撮影した画面よりもやや狭くなることがあります。 

■ 広角レンズで!最影すると、パノラマ5しさがより効果的1^現されます。 

■ パノラマ撮影したフイルムには、下図のように上下に露光されない部分がありまず。 


■ パノラマ撮影してもフィルムの撮影枚溯ま変わりません。 

■ パノラマ写真の一般的なプリントサイスま、 89 mmx 2已 4 mm (標準)です。 

■ パノラマ撮影したフィルムを•プリントに出すときは、 r パノラマ仕上げ」 
または「パノラマプリント」と指定してください。通割±上げまたは通常サイズ 
でプリントすると、上下に黒い帯が写し込まれます。 
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曰付-時刻を写し込む 

写し込みずるには 


撮影時の日付や時刻を写真の左下に写し込むことびでをまず。 
日付-時刻表示用の電源は、カメラ本体の電池を兼用していまず。 



デートポタンを巧して、写し込 
みたい表示を選び、シャッター 

ポタンを半巧ししまず。 

♦デー h ボタンを押ずたびに左図の 
順で表示が変わ0まず。ボールぺ 
ンなど先の丸いをので軽く押しま 
ず。先のとがったをので押ずと、 
故障の原因にな0まず。 

•ボディ表示部に CB 驻 D を表示し、 
曰巧または時刻が写し込まれるこ 
とをお知5せしまず。 


曰付-時刻を修正したいときは 




1. デートポタンを巧しまず。 

2. セレクトポタンを巧し、変更 
したい項目を点滅させ①ダイ 
ヤル感を回し、数値を修正し 
まず。 

♦セレク h ボタンを押ずたびに、年 
^月^曰^時^分が点滅しまず。 

• 他の数値を修正が必要であればこ 
の操作を繰0返しまず。 

3 . シャッターポタンを半押しし 
まず。 

• 撮影が態表示とな0まず。 
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年•ち-曰の並び方を愛えるには 

1. デートポタンを巧しまず①。 

2. セレクトポタンを3砂間巧し 
続けまず感。 

♦年月曰の数値が点滅しまず。 

3. ダイヤルを回し、希望ずる並 
びに変更しまず。 

• r 年.月•日 1 一 两•日.年"! 一 を.月.年 I 

4. シャッターポタンを半押しし 
まず。 

• 撮影が態の表示にな0まず。 



■ 2039年までの日付が記憶されています。 

■ パノラマ写真にち写し込むことがでをます。 

■ 写し込み位置に明るい色(空や白い壁など)があると、写し込んだ巧宇が読みにく 
くなることがあります。 

■写し込みは、フィルムを普^上げるときに行われます。このため、規冠夕数を越 
えて撮影した場合、最後のコマでは正しく写し込まれない場合があります。 

■ 日付写し込み機能は〇〜已びじ靖ち囲でこ使用ください。そ m 外では正甫に機 
能しないことがあります。 

■ 電ミ換の際5分じ It 電池を入れなし態が続いたり、電池が完全に肖耗した状 
態で保旨していた場合!ま、日付•時刻がリセットされます。このような場合は日 
付•時刻を合わせ直してくださし、。 

■砂对き報に合わせるときは、分を1分前の数値に合わせ、時報とともにダイヤル 
を回し設定分!こ合わせます。 

■ 日付•時刻が殺定されていなし場合、メインスイッチを日 N にするとボディ表示 

部に日付の数恒または-が点威して務日らせします。日付、時刻を再設 

定してください。 


50 























【応用撮影編】 

露出とピントを理解して露出 モー ドやフ オーカスモー ドを変更ずる撮影ち 
法を説明していまず。より創造的で高度な表現をお楽しみください。 


露出について 


露出とは 

カメラは、レンズか5通ってきた光を一定時闇フィルムに当て、露光ずる仕 
組みになっていまず。フィルム面に当たる光の量を r 露出 j といい、光の量 
を調節ずるのが r 絞りと r シャッターでず。 

絞りは、レンズを通る光の量を調節しまず。シャッターは、フィルムに光を 
当てる時闇を調節しまず。 

絞0を開く（絞0値をルさくずる)と光の量は多く、絞る(絞0値を大きくず 
る)とかなくな0まず。 

シャッター速度が速くなると光の当たる時闇が短くな0、光の量がかなくな 
0まず。シャッター速度が遅くなると光の当たる時闇が長くな0、光の量が 
多くな0まず。 

適切な光の量を r 適正露出 j といいまず。光の量が足0ないとさは、露出が 
アンタ'一となり、写真の仕上りが暗くなりまず。光の量が多ずざるときは、 
露出オーバーとな0、写真が白っぽ<な0まず。 



シャッター速度：1/ I 日日巧み 
絞り値： 2.8 

上のふたつの写真は、適切な光がフィルムに当たって撮影された r 適正露出 j 
の写真でず。左の写真はシャッター速度が速く、絞0を開いて撮影していま 
ず。ちの写真は絞0込んで撮影している分だけ、シャッター速度が遅くなっ 
ていまず。 

どち5を r 適正露出 j で撮影した写真でずが、撮影者がシャッター速度や絞 
りを調節ずることで、さまざまな描写を表現ずることができまず。 


ipUill 

Efi^iirnd 

シャツター速度：1/已日秒 
絞り値：11 
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絞0の効果 




左下の写真は、絞0を開けて ( F 3 .日、4など)撮影していまず。ピン h が被写 
体のみにをっていて背最はボケてお0、人物がくっさ〇浮さ出た描写になっ 
ていまず(ポー h レー h 撮影に最適)。 

ち下の写真は、絞0を絞って ( F ] 6、22など)撮影していまず。被写体だけ 
ではなくその前後の広い範囲にピン h のをつた描写となつていまず(大勢の 
人で撮影ずる記念撮影などに最適)。 


絞りを開けたとき 絞りを絞り込んだとき 

このように絞りは撮影目的にをわせて、ピン h のをう範囲を調整しまず。 

シヤッター速度の効果 


左下の写真は、速いシャッター速度 （1/ 已日日秒、]/1日日日秒など)で撮影し 
ていまず。遼の水しぶさが止まって見え、その様テがよく分か0まず。 

ち下の写真は、遅いシャッター速度1/]日秒、1/3日秒)で撮影していまず。 
水の流れがよく表現されていまず。 


シャツター速度が種いとき 


シャツター速度が喔いとき 


このように動いているものの描哥ま、カメラのシャツター速度で調節できまず。 















露出モードについて 


このカメラには、撮影目的に合わせた露出を得るための露出モードび4つあ 
りまず。設定した露出モードは、ボディ表示卽で確認ずることびできまず。 




A (絞 0 f 憂先） モード (已已ぺージ参照） 

撮影者が希望の絞0値を決めることがでさまず(シ 
ヤツター速度はカメラが自動的に決めまず)。 

ポ ー h レー H 最影など、絞りの効果を生かして背最の 
ぼけ具ををコン h □-ルしたいときなどに使いまず。 


S 巧 G I 

® ご位 QJ を 


S (シャッ ター速度 優 5ち)モード (59 ぺ—據照 

撮影者が希望のシャッター速度を決めることがで 
きまず(絞り値はカメラが自動的に決めまず)。 
スポーツ撮影など、シャッター速度の効果を生か 
して動くをのを止めて表現した0、逆に流動感を 
表現したいとさなどに使いまず。 


M (マニュアル) モード (6 吕ぺ一 vmm ) 

撮影者が絞0値とシャッター速度の両ちを決めま 
ず。絞0値とシャッター速度の両ちを固定したま 
まで撮影したいとさや、単体の露出計で測った値 
で撮影ずるとさに使いまず。 

P (プ□グラム)モード 

撮影シーンに適した絞り値とシャッター速度び自動 
的に決まります。シャッターチャンスに専念するこ 
とびでさ、スナップ写真など叫投撮影に最適です。 
♦プ□グラムセッ h ボタンを押ずと P モードにな 
りまず。 P モードでは、絞り値とシャッター速 
度は自動的に決まるので、特に巧を設定せずに 
そのまま撮影でさまず (2 日〜 3] ページ 参照)。 

♦ P モードのままで、一時的に絞り値とシャッタ 
一 速度の組みをわせを変える ( Pa / Ps シフりこ 
とをでさまず (6 日ページ参照)。 
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P 

1 

A ミ〇 □ A 

QJ を 


M 巧ご 5.51 
@ □ A Q_tk 


A 縱り優先)モードで撮謗ずる 


絞りの効果を得るときに使いまず。 

撮影者び希望の絞り値を巧めまず。シャッ 
ター速度はカメラび自動的に巧めまず。 

^ 広角レンズほどピントの合って見える範囲 
ロンボィント が広くなり、望遠レンズほど狭くなります。 

カメラから被写体までの距離が觸いほど、 

ピントの合って見える範囲が狭くなりま 絞りを開け 

ポートレート風に撮影 




1.ファンクシヨンダイヤルを 
PASM の位置まで回しまず。 


2. フアンクシヨンポタンを巧し 
なが5ダイヤルを回し、ポデ 
ィ表示部に A を表示させまず。 
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3 . ダイヤルを回し、希望の絞り 
値を選びまず。 

• 設定できる絞り値は、レンズによ 
つて異な0まず。 

4. 撮影しまず。 


ち 他 :11 ご - ’-li 
® 〇 ム 运 


シャツター速度が4 日日日 または3 日で 点滅して 
いる場をは、カメラの制御範囲を越えているた 
め、露出オーバー（フィルムが感光しずざて白 
っぽくなるが態）または露出アンタ'一(フィルム 
が感光せず黒っぽ< なるが態)の写真にな0ま 
ず。点滅しなくなるまで絞0値を変更してくだ 
さい。 


■ A = E - ド撮影嫌了したい時は、上 i 脚操作纖り返して表示部に P を表示させ 
るか、プ□グラムセツトボタンを押します。 

■ 絞り値を変えてもファインダーでの見克ちは変わりません。ぼけ具合を蹈をした 
いとをは、プレビューボタンを押します(己をページ参照)。 
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A モードフラッシュ撮影 

A (絞り優制モードでは、フラッシュは自動発光しません。 


1-0 (フラッシュモ-ドボタン)を巧しま 

ず。 

♦フラッシュが上が0、ボディ表示 
部にはちが表示されまず。 

2.撮影しまず。 




シャッター速度が12日で点滅している場をは、 
カメラの制御範囲を越えているため、露出オー 
バー（フィルムが感光しずざて白っぽくなるが 
態)の写真にな0まず。シャッター速度が点滅 
しなくなるまで、絞0値を変更してください。 



■ シャッター連實は自動的に1/12已砂似下になります。 

■ 絞り値を大きくする版りを絞り52^')と、フラッシュ光が遠くまで届かなくなり 
ます。絞り値をルさめにして(開放側で)}最影することをおすすめします。 

■ フラッシュ对まねないとさは、フラッシュを手で押し下げてください。 
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ぼけ具合を確認ずる(プレビュ ー) 

プレビューボタンを押ずと、設定されている絞り値まで絞り込まれ、撮影ず 
る前にフアインダー上で被写体前貢や背貢 ) のおおよそのボケ具合び確認で 
をまず。 

通常、ファインタ'一は絞0が一番開いたが態で像が見えていまず。絞0を絞 
るとボケ具をが変わるため、ファインタ'一(絞0開放が態)で見えるボケ具を 
と実際の撮影した写真のボケ具をは異なりまず。撮影前に実際の絞り値での 
ボケ具をを確認ずるのがプレビュー機能でず。 


1. ピントを含わせた後、プレビ 
ユーポタンを巧しまず。 

♦押している闇、設定されている絞 
り値まで絞りが絞り込まれまず。 

2. ファインダーでぼけ具含を確 
認しまず。 



■ 絞りが絞り込まれるため、ファインダ叫巧の画徹 I ま暗くなります。 

■ プレビュー中は絞り値を変更でさません。 

■ シャッターボタンを半押ししてファインター内に • が点打した状態でプレビュ 
-ボタンを押した場合!ま、そのままシャッターボタンを押し込んで撮影すること 
がでさます。 

■ プレビューボタンを離すとプレビュー胡军除されます。 

■フォーカスホールドボタン付きのレンズ使用時には、カスタム設冠こより、フォ 
ーカスホールドボタンでプレビューを行なうことができます (1 〇已ぺージ参照)。 
■ プレビュー中にレンスのフオーカスリングを回さないでください。 
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S (シャツター速度優先)モードで撮影ずる 


シャッター速度による効果を得るときに使 
いまず。 

撮影ちび希望のシャッター速度を巧めま 
ず。絞り値はカメラび自動的に巧めまず。 

^ 手ぶれを目立たせないシャツター速度の目 
ロンがント まは、レンズの焦点距離分の1砂です 
但00 mm のレンズを^してしぶ場合 
は、1/2已〇砂が目きとなりま巧。 

シヤッター速度が遅くなるとをは王脚をお 
使いください。 



シャツター速度ち屋くし、 
水城荒れを赛見 
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2. フアンクシヨンポタンを巧し 
なが5ダイヤルを回し、ポデ 
ィ表示部に S を表示させまず。 


3. ダイヤルを回し、希望のシャ 
ッター速度を選びまず。 

♦設定できるシャッター速度は 
1/4 日日日 秒〜3 日 秒で ず。 

4. 撮影しまず。 



絞0値が点滅している場をは、カメラの制御範 
囲を越えているため、露出オーバーまたは露出 
アンタ'一の写真にな0まず。絞0値が点滅しな 
くなるまで、シャッター速度を変更してくださ 
い。 


■ S=E- ド撮影嫌了したい時は、上 i 脚操作纖り返して表示部に P を表示させ 
るか、プ□グラムセツトボタンを押します。 

■表玩 R の60、1巧といった数字は、1/60砂、1/12已砂攝わします。2"、 
4" など「"」の表示が出てしぶ場合!ま、2砂、4砂碌わします。 
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S モードフラッシュ撮影 

S (シャツター速度優先)モードでは、フラッシュは自動発光しません。 


1.0 (フラッシュモ-ドボタン)を巧しま 

ず。 

♦フラッシュが上が0、ボディ表示 
部にはちが表示されまず。 

2.撮影しまず。 



• シャッター速度を遅くして絞りが絞り込まれる（絞り値が大きくなる） 
と、フラッシュ光が遠くまで届かなくなりまず。ある程度の速さのシャ 
ッター速度で撮影ずることをおずずめしまず。（内蔵フラッシュ光の届く 
範囲は34ページ、プ□グラムフラッシュ光の届く範囲はフラッシュの 
使诏説明書をご覧下さい。） 



■ 1/12已砂より速いシャッタ^度は選べません。別売りのプ□グラムフラッシ 
ュ已巨00 HS(D)、 已400 HS、 3巨00 HS(D) をイまえば‘、こ nj； 0速し、シャツター 
速度を選ぶことがでさます (9 1ぺージ参照)。 

■ フラッシュ对まねないとさは、フラッシュを手で押し下げてください。 
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M (マニュアル)モードで撮謗ずる 


絞り値とシャッター速度の両方を、自由に選ぶことびできまず。露出計を 
使って撮影ずるときなどに便利でず。 



1.ファンクシヨンダイヤルを 
PASM の位置まで回しまず。 


2. フアンクシヨンポタンを巧し 
なが5ダイヤルを回し、ポデ 
ィ表示部に M を表示させま 
ず。 


3.ダイヤルを回し、希望のシャ 
ッター速度を選びまず。 

• 設定できるシャッター速度は 
1/4日日日秒〜3日秒およびバルブ 
(7 日ページ参照)でず。 
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4. 露出補正ポタンを巧しながら 
ダイヤルを回し、希望の絞り 
値を選びまず。 

♦設定できる絞り値は、レンズによ 
つて異な0まず。 

己.ファインダーに表示される測 
光インジケーターを参考に、 
シャッター速度と絞り値を調 
節しまず。 

M モード時の測光インジケーター 


フアインダーの下側に測光インジケーターびありまず。カメラび測光した 
露出値を甚準 (0) に、撮影者び選んでいる絞りとシャッタースピードによ 
る露出値び表示されまず。 




+ !.ら蚊足％出习——ノく——で'弓-。 

シャツター速度を速くずるまたは絞りを絞りま 
ず。 




一].日段露出アンダーでず。 

シャツター速度を遅くずるまたは絞りを開きま 
ず。 



+ 2.日段な上露出オーバーでず。 

露出値の差が±2段を越えると、イまたは ► 
が点え 1(±2.已段）-点滅 (±3 .日段な上）しまず。 


■ M=E- ドでは、露出捕正を設定してしでも一時的にキャンセルされます。ほかの 
露出でード I® 至すると前回設定された露出補旧直に戻ります。 
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M モードフラッシュ撮影 

M (マニュアル）モードでは、フラッシュは自動発光しません。 


1.0 (フラッシュ モ-ドボ タン)を巧しま 

ず。 

♦フラッシュが上が0、ボディ表示 
部にはみが表示されまず。 

2.撮影しまず。 



■ 1/12已砂より速いシャッタ^度は選べません。別売りのプ□グラムフラッシ 
ュ已巨00 HS(D)、 已400 HS、 3巨00 HS(D) をイまえば‘、こ速し、シャツター 
速度を選ぶことがでさます (9 1ぺージ参照)。 

■ 絞りを絞り52^'と、フラッシュ光が遠くまで届かなくなります。絞り値を開放刷 
で j 麗 j することをおすすめします。 

■ フラッシュ对まねないときは、フラッシュを手で押し下げてくださし、 
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P (プ□グラム）モードで Pa / Ps シフト撮影する 

P モードのままで、一時的に絞り値またはシャッター速度を変更ずることび 
できまず。絞り値の変更を Pa シフト、シャッター速度の変更を Ps シフトと 
呼びまず。 

この機能は、カスタム設定(カスタム 8-2 または3に設定--107ぺージ参 
照)とフラッシュ非発光状態ロラッシュび下びつてしぶとき)のときに使用で 
をまず。 



PA シフトの場含（カスタム 8-2 に 
設定） 

♦シャツターボタンを半押ししてボディ表 
示部に測光値(絞0値とシャツタっ產度） 
を表示させ、夕'イヤルを回して Pa を表 
示させて、希望硕；交り値を設定しまず。 
• シャッター速度は自動的に決まりまず。 



巧シフトの場含（カスタム 8-3 に 
設定） 

♦シャツターボタンを半押ししてボディ表 
示部に測光値(絞0値とシャツタっ產度） 
を表示させ、夕'イヤルを回して Ps を表 
示させて、希望のシャッター速度を設定 



しまず。 

♦絞り値ま自動的に決まりまず。 


■ 絞り値およびシャッター速度は1/2段ごとに変わります。 

■ Pa 、 Ps =E- ドではフラッシュは使用でさません。 

■ フアンクシヨンボタンを押すと P=E- ドに戻ります。フラッシュを日 N にするか、 
測光恒が消えてから已砂絕昼すると、同様に P=E— ドに戻ります。 
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ピントの位置を巧認(フォーカスフレーム)する 


このカメラでは、ピントを合わせる節囲び広いワイドフオーカスフレーム 
を採用していまず。 



スポツトフオーカスフレーム 


ワイド フオー カスフ レーム 

□—カルフ オーカスフレーム 



ワイドフオーカスフレーム巧には7つの 
センサー(スポッ h フオーカスフレームと 
臣個の□ーカルフオーカスフレーム）があ 
0まず。 

被写体の位置に応じて、7つのセンサー 
の5ちのどれかが働さ、ピン h ををわせ 
ふ si D 


シャッターボタンを半押しずると、電子 
音（ピピッ）と同時にピン h がをった部分 
の□ー カルフオーカスフレームが一瞬赤 
く点なしまず。 


ワイドフオーカスフレーム使诏時のフオー 
カ ス位置表示は、 下図のよ5に7つのセン 
ヴー全てが表示!犬態とな0まず。 


[ ぶ ]㈱/ 巧 S.5 


フオーカス位置 


■ ピントが合ったとをセンサー(スポットフォーカスフレームまたは□—カルフォ 
一カスフレーム)が一瞬ホく点打しますが、その時間を変えることがでさます 
(111ぺージ参照)。 

■ AF でードが C (コンティ ニユアス）になっているとを (71 ページ)は、□ーカルフ 
ォーカスフレームは点打しません。また、連綿最影時や被写体が勸いてしぶとを、 
シャッターボタンを^に押し込んだとをなどち、点打しないことがあります。 
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ピント合わせのためにフラッシュががりまず ( AF 補助が) 



暗いところでフラッシュ撮影をしている 
と、シャッターボタンを半押ししたとさ 
に、フラッシュが光ることがあ0まず。 
これは、オー h フオーカスでピン h をを 
わせやず < ずるための AF 補助光でず。 


I 


■ スポット AF □ックボタンを押したときにも、 AF 補助光が光ることがあります。 
■ 補助光の届く範囲は、約1〜 5m です(当な!す験条件による)。 

■ 内蔵フラッシュを発が禁止⑤にしているときは、 AF 補助光は発光しません。 

■ 被写体が動いているとき（コンティニュアス AF に設定してしぶとき)は、補助光 
は発がしません。 

■ プ□グラムフラッシュを取り付!すているとをは、プ□グラムフラッシュの AF 補 
助光が発光します。 

■ レンズの焦点距離が300 mm じ(上のときは、 AF 補助光は発光しないことがあり 
ます。 AF マク□ズーム 3X-1 X 使用時にも、 AF 補助光は発光しません。 

■ この非補助光を発光させなしなうにすることもできます (1 09ぺージ参照)。 
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ねらいの部分にピントを合わだる(スポットフオーカスフレーム) 


通常はワイドフ オーカ スフ レームで ピント 
を合わせまず。より厳密にピントを合わせ 
る位置を巧めたいときは、画面中む卽のス 
ポットフ オーカ スフ レームで ピントを合わ 
せまず。 




1. ピントを含わせたいちのにス 
ポットフオーカスフレーム巳 
を含わせまず。 



[■ ] ■ — •♦ど弓 5.0 


2. スポット AFQ ックポタンを 
巧しまず。 

• スポッ h フ オーカ スフ レームの 位 
置にあるをのにピン h が 固定され、 
スポッ h フ オーカ スフ レームが 一 
瞬赤く点巧しまず。そのまま構図 
を変えてをピン h 位置は変わ0ま 
せん。 

3. スポット AFQ ックポタンを 
巧したまま、シャッターボタ 
ンを巧し込んで撮影しまず。 

• スポッ hAF ボタンか5指を離ず 
と、通常の フオーカスエ U アに戻 
0まず。 
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□—カルフ オーカスフレー ムを選がずる 


カメラを兰脚などに固定して構図を変更しにくいときに、被写体:の特定卽 
分により厳密にピント合わせを巧いたいときは、□ーカルフオーカスフレ 
ームを選択ずることびでをまず。 


一時のに □ ーカルフオーカスフレームを選択ずる 



[■ ]• ESS S.5 


フオーカス位置表示は還おしたセンサ 
一の位置のみ表おします。 


1. スポット AFQ ックポタンを 
巧しまず。 


2. スポット AFQ ックポタンを 
巧したまま、ダイヤルを回し 
て希望ずる□ーカルフオーカ 
スフ レームを 選択しまず。 

• 夕'イヤルを回ずと選択された□一 
カルフ オーカ スフレームが、 一瞬 
赤く点巧して、ピン h がをいまず。 

3. スポット AFQ ックポタンを 
巧したまま、シャッターボタ 
ンを巧し込んで撮影しまず。 

♦スポッ hAF □ックボタンか5指を 
離ずとワイドフ オーカ スフ レーム 
に戻0まず。 



■ スポット AF □ックボタン慰甲し続けると、同じピント位置で連続して 
撮影できます。 

■ シャッターボタンを押して、内蔵フラッシュび自動的に上びった場含、 
ピント位置び変わる場をびあります。フラッシュび上びった状態で再 
度スポット AF □ックボタンを押し続けてください。 
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スポット AF □ックボタン巧けずに□-カルフォーカスフレー公量択をずる 

カスタム設定をずると、スポツト AF □ツクボタンを巧し続けなく 
ても□ーカルフオーカスフレーム選択がでをまず。 



[.]• ；?5 S.5 


カスタム設定 9-2 に設定しまず。 
(設定方法は、99ぺージ参照） 

スポット AFQ ックポタンを 
巧したまま、ダイヤルを回し 
て希望ずる□ーカルフオーカ 
スフ レームを 選択しまず。 

• スポッ hAF □ックボタンか5指を 
離してを、選択した□ーカルフオ 
一カ スフ レームは 維持されまず。 

シャッターボタンを押し込ん 
で撮影しまず。 

• 撮影後を選択された□ーカルフオ 
一カ スフ レームは 維持されまず。 


• ワイドフォーカスフレームに戻ず場をは、スポッ hAF □ッ 
r , 1 クボタンを押しなが5夕'イヤルを回し、左図の位置の□一力 

— I ~~ J - ルフォーカスフレームか5、さ5に夕'イヤルを]ク U ックち 

に回して < ださい。 

■ 被写体が動いているとを(ファインダ^示㈱）が点灯してしぶとを)ち、ピント 
を巨たすることがでをます。 

■ AF レフレックス已〇 0mmF8 および AF パワーズーム3己- 80mmF4 -已 .6 を使用 
しているとさは、中央のスポットフォーカスフレームしか選択でをません。 

■ スポット AF □ックボタンを押すと、ピントと同樹こ露出(絞り値とシャッター速 
度)も巨居されます。スポット AF □ックボタンを押してしぶ間は、7つのセンサ 
一のラち、1つのセンサーだけが働をます。 
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写したいものが動いているときは ( A 巧-ドの切り替え) 


このカメラには、3種類の AF (才ートフォーカス)モードびあり、撮影者の 
意図や使いちに応じて切り替えることびできまず。 


AF 制御自動切り誓え： あ5ゆる被写体に巧して有効でず。 

被写体の動きに応じて、コンティニュアス AF とワ 
ンシヨッ hAF とが自動的に切り替わりまず。 
被写体が動いて いると さは、シャッターボタンを半 
押ししている闇ピン h ををわせ続けまず。被写体が 
静止しているとさは、シャッターボタン半押しで一 


度だけピン h ををわせ、そこでピン h 位置を固定 
(フオーカス □ッ ク）しまず。 

コンティニュアス AF :動く被写体を撮影ずるのに便利でず。 

シャッターボタンを半押ししている闇ピン h ををわ 
せ続けまず。 

ワンシヨッ hAF : 静止している被写体を撮影ずるのに適していまず。 

シャッ ターボタン半押しで一度だけピン h ををわ 
せ、そこで固定(フオーカス□ツク）しまず。 


1.ファンクシヨンダイヤルを 
AF モード錫 S の位置まで回し 
まず。 
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2. フアンクシヨンポタンを巧し 
なが5ダイヤルを回し 、 AF 
モードを選択しまず。 



A : AF 制御自動切 0 替え 


C :コンテイニユアス AF 


S :ワンシヨツ hAF 


■ コンティニユアス AF の場合、ピント合ねせこ使ね nr こ□-カルフォーカスフレ 
-ムは点打しません。また、ピントが合ったときの電子音も鳴りません。 

■ 撮影シーンセレクター選択時は、 AF=E- ドの選抓まできません。スポーツで一 
ドでは、コンティニュアス AF、 そ剧也のでードでは AF 制御自動切り替えになり 
ます。 
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手動でピントを合わせるとまは (7 ニユアルフオーカス） 

オートフオーカスを使わずに、マニュアル(手動）で自由にピントを合わせ 
ることびできまず。 



1.フォーカスモードレバーを巧 
し下げまず。当り位置までし 
つかり下げまず。 

• ボディ表示部に IMF 1 と表示されま 
ず。 

♦再度押し下げると、オー h フオー 
カスに戻0まず。 



■ ピントが合うと、ファインダ叫巧のフォーカス表示 • が点のします。 

■ このカメラの測光ち式 (1 4 分害 1]/じ カム A 夕一乂則光)は才ートフォーカスと連動 
しているため、 マニュアル フォーカスにすると、同じ場面で も 測光値が異なるこ 
とがあります。のレンズ切外对ま用してしぶ場合） 
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フイルム感度の設定を変更ずる 

DX コードの付いてしのいフィルムは、フィルムの感度び自動的に設較きませ 
ん。次の手順でフィルムの感度を設定してください。リバーサルフィルム使用 
時の増感などで自動的に設定された感宴を変更ずるときも同じ手順でず。 

[b 増飄最影とは、指定されたフィルムの感度を2倍、4倍 I® 至して撮影するち法で 
ヮン ポィントす。 屋内でのスポーツ写真など、暗し鳴巧で速いシャツター速度が必要な場合に 
使し、ます。 IS01 00を400に^すると4倍、 ISO 400を800に^すると2倍 
増感となります。 

増飄最訝まフィルム単位で撮影します。途中から感度を変更することはできません。 
現徹するときは、増飄最影したことを必ずお店にお伝えください。 




1. カメラにフィルムを入れまず。 

2. ファンクシヨンダイヤルを 
ISO の位置まで回しまず。 

3. ファンクシヨンポタンを巧し 
なが5ダイヤルを回し、ポデ 
ィ表示部に希望のフィルム感 
度を表示させまず。 

• 設定可能なフィルム感度の範囲は、 
IS 日 6 〜 64 日日でず。 

4. ファンクシヨンポタンの指を 
離しまず。 

♦フィルム感度が設定され、通常の 
表示に戻0まず。 


■ フィルム感度を変更した場合、その後も同じ感度のフィルムけてカメラに入 
れると、同様の変更が自動的巧5ねれるように設定することもでをます (1 04ぺ 
-'m 嗎)。 

■ 各〕マ単位でフィルム感度を変えると1/3段ごと cm 出補正として使用でさます。 
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目轉にちわせて露出を測る 

このカメラは2つの測光ち式を備えていまず。目的に合わせて測光ち法を 
選べまず。通常は14分割八ニカムパターン測光に設定されていまず。 

14分割八ニカムパターン測光 

カメラの画面巧に配置された、] 3個の八ニカム（八チの巣)形がの測光素テ 
と、その周囲とのを計14個の測光素テが露出を決定しまず。これ5の素テ 
は才一 h フオーカスと連動しているので、幽面巧のどこに被写体があってち) 


測光でさまず。 



14分割八ニカムパターン 
(被写体が中央にあるとき) 



14分割八ニカムパターン 
(被写体びたにあるとき） 
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スポット測光 

画面中央の1個の測光素テのみで露出を決定ずる測光ち式でず。 



■ カメラに D レンズ切外のレンズを巧けてしぶ時に、マニュアルフォーカスで使用 
した場合、自動的に中巧重点平域則光に近いち式になります。 

才ートフオーカスに戻すと、14分害1]/じカム A 夕一乂則光になります。 
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スポット測光で測る 



1. 測光したい部分にスポット測 
光 フレームを 含わせまず。 


2. スポット AEQ ックポタンを 
巧しまず。 


♦ファインター表示部に〇が点な 
し、露出が固定されたことをお知 
5せしまず。 

-，.ご' 0-2»1 *0*1 *2 + 


3. スポット AEQ ックポタンを 
巧したまま、シャッターボタ 
ンを巧して撮影しまず。 

♦スポッ hAE □ックボタンを押した 
まま構図を変えることをできまず。 



スポット AE □ックボタンを巧したと去の測がインジケーター 

スポット AE □ックボタンを押し露出を固定ずると、ファインダー内の測光 
インジケーターに、固定された露出値と、構図を変えた後のスポット測光 
サークル内の測光値との差び表示されまず。 
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例：スポッ hAE □ックボタンを押しなが5左の画面か5ちの画面に構図 
を変えた場を 



CD スポット AE □ックボタンを押したとき③ボタンを押したまま構図を変えた後 


固定された露出値 
(二その時のスポット測光 
サーク の測光値） 



スポッ ト測光 サーク 

ル巧の測光値 商モ^； n 卜^中イ产 

(構図を変えるとそれ固罕ごの左睡出値 

に連動して変化） / 



ースポット測光ヴーク J 例妨則光個ま、 
配された露壯直よりも1百段アンター 


■ 露出値の差が3段を越えるとイまたは►が,な威します。 

■ スポット AE □ックボタンを押し続(すると、同じ露出でして}麗居でをます。 

■ フラッシュが党光するとを（ファインダ^示部にちが点打してしぶとを)は、 
スポット AE □ックボタンを押しながら撮影すると、ス□ーシンク□撮影になり 
ます (9 CK ージ参照)。 

■イ►►が,な威した場合は、被写体が明る過ざまたは暗過ざて、カメラの測^ 
囲を超えています。正しい測光 I が5われません (1 19ぺージ参照)。 

■ スポット AE □ックボタンから指を離してち露出が巨居されたままになるように 
(押 LJ ! けなくてもいしなうに)、カメラの設定を変えることもでさます (1 09 ぺ 
-m 嗎)。 
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長持摄露光で撮謗ずる (/ V ルプ撮謗) 


シャッターボタンを押し続けている間、シ 
ヤツ ターび開いたままになりまず。長時間 
の露光び必要なときに使用しまず。 




1. カメラを兰刷などに取り付け 
固定しまず。 

2. 露出モードを M モードにしま 
ず。 

♦フアンクシヨンタイヤルを PASM 
にした後、フアンクシヨンボタン 
を押しなが5夕'イヤルを回し、ボ 
ディ表示部に M を表示しまず。 

3. ダイヤルを左へ回し 、 buLb 
を選びまず。 



4. 露出補正ポタンを巧しながら 
ダイヤルを回し、希望の絞り 
値を選びまず。 
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己.構図を決めて、ストラップに 
付いているアイピースキ ャッ 
プを取り付けまず。 

♦ファイン ターか 5光が入るのを防 
ぐため、ファインタ'一にキャップ 
を当て、そのまま押し巧けまず。 

• 旧 U モコン RC -3 を使诏してバルブ 
撮影ずるとさは、下記の手順にし 
たがって < ださい。 

6.必要な時間、シャッターボタ 
ンを巧し続けまず。 

• 長時間露光ではカメラぶれが発生しや 
すくなります。別売の旧リモコン RC -3 
またはリモートコード' RC -1 曰日日 S ’ RC - 
lOOOUll 7ぺージ参照 ) を使うとカメ 
ラぶれを防ぐことがでをます。 


別売の旧リモコン AC -3 を巧ってバルブ撮影ずるには 



6. 巻き上げモードボタンを巧し、ボ 
ディ表示部にク^を表示させます。 

7. ♦ポタンを巧しまず。シャツタ 
一が開さ、バルブ撮影を開始 
しまず。 

♦ 2 s ボタンを押すと、2秒後にシャツタ 
-む儲き、ノりレブ撮影を開始します。 

8. ちラー度♦ポタンまたは 2 s ボタ 


ンを巧ずと、シャッターが閉じ、 
バルブ撮影が終了しまず。 

[ ■ 旧リでコン RC -3 については、4已ぺージをご覧ください。 ] 
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画面を巧を明る< • 日き< ずる(露出補正) 


フイルムに当たる光の量びをくなると、画面全体び明るくなって露出オーバ 
一となりまず。少なくなると、全体び暗くなって露出アンダーとなりまず。 



バ ー 、露出アンダーにずる(露出補正をずる)ことびでをまず。 



ちのよラな場面だと、カメラは 
被写体である人形が明る < 写る 
ように、自動的に露出を調費し 
ます。このような場合にアンダ 
-側こ露出補正をかけると、人 
おをシルエットとして浮かび上 
がらせることがでをます。 
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露出補正ボタンを巧しなが5ダ 
イヤルを回し、希望の補正値を 
設定しまず。 

•をは露出才ーバー、らは露出アン 
夕'一を表わしまず。数値が大さいほ 
ど、露出補正量は大きくなりまず。 

♦ 一 3. 日か5+3.日まで、日.已段ごと 
に設定できまず。 

♦ 一 2. 日か5 + 2.日までの露出補正値 
ではスケール目盛(露出補正値の上 
に指標)で表わしまず。 

♦ 一 2 .己のときは、 一 側のイが点 
灯、+2.己のとさは、+側の►が点 
巧しまず。 

♦ 一 3.日のときは、 一 側のイが点 
滅、+3.日のとさは、+側の►が 
点滅しまず。 


P 

AI?T0 □ 


公 


J 


露出補正ボタンか5指を離ずと、通常の撮影表 
示に戻0まず。ボディ表示部とファインタ'一巧 
にをまたはらの表示が残0、露出補正されて 
いることを表わしまず。 



ファインダー^示 gE 


(例) 一2.日に補正 


■ ネガフィルムでは効默地にくいので、リバーサルフィルムの使用をおすすめし 
ます。 

■ 露出補正を觸涕する場合は、上記と同じ操作で補旧直を0.0にしてくださし、。 

■ M=E- ドでは露出補正はでをません。 
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自動的に露出をず目して撮影ずる(ブラケット撮影) 


リバーサルフィルムを使うときなど、厳密な露出を要求される撮影では、 
適正露出での撮影 W がに少し露出をず目して何点か撮影ずることびありま 
ず。これをブラケット(露出ず目し）撮影といいまず。 



このカメラでは設定した段階(ステップ)で自動的にプラケッ h 撮影がでさま 
ず。日.3段、日.日段、日.7段、]段の4つの段階が設定できまず。 

設定した段階で3枚の撮影がでさまず。 

適正露出、露出アンダー、露出オーバーの順で撮影されまず。 



フアンクシヨンダイヤル 
を e 固の位置まで回しまず。 


ファンクシヨンポタンを巧しな 
がらダイヤルを回し、ブラケツ 
卜のステツプを設定しまず。 

• 設定は3コマの連続撮影でず。]コ 
マ撮影でブラケツ h ! 麗ミされる場を 
は、次ページの手順 4 に進んでくだ 
さい。 
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3. シャツターボタンを押し込ん 
で撮影しまず。 

•連続3コマの撮影(適正露出、露出 
アンダー、露出オーバーの順に）を 
しまず。3枚分の撮影が終わるま 
でシャツターボタンか5指を離さ 
ないで< ださい。途中で指を離ず 
と、ブラケツ h 撮影はキャンセル 
されまず。を5—度シャツターボ 
タンを押ずと、新たに次のブラケ 
ツ h 撮影を始めまず。 

1コマ撮影でブラケツト撮影ずるには 




4. 1コマ撮影でブラケット撮 
影ずる場含は、 國谱き上げ モ 
-ドボタン) を巧して1コマ撮 
影 IZI を選びまず。 

• シャッターボタンを半押し後、 
シャッターボタンか5指を離ず 
とボディ表示部にブラケッ h 撮 
影]枚目を表わず br ] の表示が 
でまず。 

己-シャッターポタンを巧し込 
んで撮影しまず。 

• 1コマごとにシャッターボタン 
を押して撮影してください。 
•撮影後、シャッターボタンか5 
指を離ずとボディ表示部にブラ 
ケット撮影枚数を表わず b 「 2、 
b 「 3、び表示されまず。3枚分の 
撮影び終わると b 「] に戻りまず。 
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簡単にブラケット撮影をずるには 

左ページの操作をしなくても、簡単にブラケット撮影をずるち法もありま 
ず。 



露出補正ポタンを巧しながらシ 
ャツターポタンを巧し続けまず。 

♦連続撮影にな0まずので、3枚の 
撮影が終わるまで、 シャツ ターボ 
タンか5指を離さないでください。 
♦ブラケッ h のステップは日.已段と 
な0まず。 

♦露出補正ボタンか5指を離ずと元 
の言スおに民0まず。 



■ ブラケット;麗 j を解除するときは、同じ要領で B G' •こIこを選んでください。 

■ フラッシュは発光しません。ボディ表示部にはをが表示されます。フラッシュ 
を発化させたいとをは、ブラケット j 麗 j を解除してください。 

■ 基華となる露出値た 0) は、1枚目を撮影するときに固定されます。 

■ 露出捕正 (81 ぺージ促むがると、昼華となる露出値た 0) もそれに応じて変わり 
ます。 

■ ネガフィルムでは効黙地にくいので、リバーサルフィルムの使用をおすすめし 
ます。 


85 





























を重露光で撮謗ずる 


1コマのフイルムに続けて何度も露光ずる 
ことびでをまず。 




1.フアンクシヨンダイヤル 
を因固の位置まで回しまず。 


2. フアンクシヨンポタンを巧し 
なが5ダイヤルを回し、ポデ 
イ表示部に Hi を表示させま 
ず。 

• フイルムカウンターは r をにな0 
ふ9 〇 


3.シャツターボタンを巧し、1 
回目の撮影を行ないまず。 

♦] 回目の露光が行なわれ、フィル 
ムカウンターの r をが点滅しまず。 
フィルムは巻さ上げ5れません。 

♦ 2回しか露光しない場をは、7に進 
んで < ださい。 
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合訂3回な上の露光をずる場合 

4. フアンクシヨンポタンを巧し 
なげら 、ダイヤルを左方向に 
1クリック動かしまず。 

• HE の点滅が r を点えでこな0まず。 

己.シヤッターポタンを巧し、撮 
影しまず。 


6.必要なだけ4、己の操作を繰 
り返しまず。 



最をの露光をしまず 


7. I 1 E が点滅している状態で、 
シャッターポタンを巧し、最 
後の露光をしまず。 

•が が点滅しているが態で撮影ず 
ると、フイルムが次のコマへ巻さ 
上げ5れ、フイルムカウンターは 
通常のが態に戻0まず。 

• 撮影後は多重露光が解除されまず。 



■多重露光撮影では、背景を暗めにすることをおすすめします。また被写体剧犬況 
によっては、あらかじめアンダー側に露出補正しておく必要があります。 
■撮影の違中で多重露光を解除したし媚昔ま、 I 、2 の覇頁で富 G がを 表示させ 
ます。メインスイッチを日 FF にしても解除されません。 

■ ネガフィルムで多重顯が最影した場合は、その旨を店頭で申し出ないとプリント 
されないことがあります。 

■ 日付•時刻の写し込み!ま、最後に巻を上げた時の日付•日骇 ij が写し込まれます。 
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フラッシュ撮謗について 


このカメラには、 28 mm レンズの画角をカバーずるガイドナンバー 
12(130 10 0) の內厭フラッシュび搭載されていまず。ここでは、內厭フ 
ラッシュだけでなく、別売のプ□グラムフラッシュも含めた、フラッシュ 
撮影全般について説明していまず。 

D レンズおよび D フラッシュ梅称の最後に (D) の入っているもの)使诏時は、 
ADI 調光ち式でフラッシュ調光しまず。この調光ち式は、]4分割八ニカム 
パターン測光と同じよ5にオー h フォーカスと連動し、カメラが被写体の位 
置を判断してフラッシュの発光量を決定しまず。さ5にフラッシュのガイド 
ナンバーを制御ずるため、背最のが況や被写体の反射率に左ちされにくく、 
よ0正確にフラッシュ調光でさまず。 

A 〇とは Advanced Distance Inte 旨 ration の略でず。 



プ□グラムフラッシュについて 

内厭フラッシュで光び届かない場合は、プ□グラムフラッシュ 
已600 HS ( D ) •3600 HS ( D ) 等のが SB フラッシュでフラッシュ撮影できまず。 

•プ□グラムフラッシュの取り付け方法は、付録 （1 1己ページ促ご覧くださし、 
•フラッシュ表示は巧蔵フラッシュと同じでず。 

♦フラッシュ光の届く範囲については、フラッシュの使诏説明書をご覧くだ 
さし、已臣日日 HS(D)、 已4日日 HS、 已4日日 xi をお使し XD 場をIま、フラッシ 
ュ背面に表示される距離巧で撮影してください。 

フラッシュ調光方ぶについて 

TTL 調光 カメラが自動的に発光量を決めまず。 

DI 調光 TTL 調光を発展させたもので、撮影の直前にフラッシュを 一度 

発光させ(プ U 発光）、その反射光を14分割八ニカムパターン 
素テで測光して調光演算に反映させまず。 

ADI 調光 TTL 調光をさ5に発展させたもので、□調光に加えてフラッシュ 
のガイドナンバー制御を行いまず。被写体の反射率にほとんど影 
gg 響されることなく、より正確に適正露出を得ることができまず。 


フラッシュ調光ち式は、使诏レンズ-使诏フラッシュによって異なりまず。 



□レンズ 

その他のレンズ 

已已日曰 HS の） 

3 已日曰 HS の） 

ADI 4 維り醜 
(HSS 纖目 ON 、 プリ^) *1^ り） 

DI 4 維り醜 
(HSS 纖慶んプリ^) *1^ り） 

已 400 HS 

DI 4 維り醜 
(HSS 纖目 ON 、 プリ^) *1^ り） 

DI 4 維り醜 
(HSS 纖慶んプリ^) *1^ り） 

その他の 

プ□グラムフラッシュ 

TTUl ^ 

TTL 調光 

内蔵フラッシュ 

1 A 域鑛肝 1 

1 (フリ 1 

TTL 醜 


シャッター速度がフラッシュ同調速度 （ 1/ ] 2已秒)を越える場をは、ノ \イス 
ピードシンク nTTL 調光とな0まず。ワイヤレスフラッシュの場をはワイヤ 
レス TTL 調光とな0まず。 


八イスピードシンク □( HSS ) 撮影び可能なプ□グラムフラッシュ使用時は、 
HSS 機能を日 N にしているとプ U 発光が巧われ、 AD 1 - D ! 調光が巧われます(表 
中)〇 D レンズ使用時は、内蔵フラッシュでち AD ! 調光(プ U 発光なし)び行わ 
れまず康中 〇)。 

フラッシ乂 —夕—やカラ—メ—夕—を用ずる場台 ’ 

プリ発光が行われると正確献則定ができません 。 mp で実關こ撮影して測光ず 
る場合は、八イスピードシンク□を辭除ずるか、カスタム設冠こて ADI.DI 調光を 
辭陈してくださし、。フラッシュのテスト発がボタンで則が、マニュアルフラッシュ 
発光ずる場合は問題ありません。 

のフィルターやレンブ等巧巧用ずる揚ち 
ク□—ズアップディフューヴ ー CD -1000. 露出イ憩奴)かかるフィル ^ (ND 等)、 
ク□—ズアップレンズ、 D レンズでないマク □ レンズのフォーカスレンジ切り替え 
ノス^15のレンスこ装備してし语マク□切り替えレバー使巧時は、 ADI-DI 調光 
では適正露出を得ることびできません。表 中 の場合は、八イスピードシンク □ 

を辭除ずるか、カスタム設定にて ADI.DI 調光を辭除してくださし、。表 中 〇 ) の場 
S ま、カスタム設冠こて ADI • DI 調光を輔をしてくださし、 

•八イスピードシンク□機肯雖军除時(フラッシュ麵の HSS マークが肖えてし巧 
状態)、バウンス撮闕寺、およびオフカラケープルを使用時には、 AD 1- Dili 
光でなく TTL 4 分害關光になりまず。 

♦ ノ V イスピードシンク□の解除はフラッシュ側で巧なラのでフラッシュの使用説 
明書を、カスタム設定での AD ! . D ! 調光の角職は]]0ページをご黃ください。 
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ス□ーシンク□撮謗について 


夜貢を背貢にして記念撮影ずる場合、ス〇 
ーシンク□撮影(シャッター速度の遅いフ 
ラッシュ撮影)をずると、人物も背貢もき 
れいに撮ることびできまず。 




ファインダー内にちが点なして 
いるとき（フラッシュが発光ずる 
とさ）に、スポット AE □ックポ 
タンを巧しながら撮影しまず。 

フアインタ'一表示部に D が点なしま 
ず。 


■撮影シーンセレクターの「夜景卡ートレート」と得られる効果は同じです (42 ぺ 
-m 照)。 

■ シャッター連實が遅くなりますので、王脚の使用をおすすめします。 

■ フラッシュが党光しないときIロポット AE □ックボタンを押しながら撮影する 
と、スポット測光になります口7ぺージ参照)。 

■ S=E- ド、 M=E- ドではス□-シンク□撮訝まできません。 

■ スポット AE □ックボタンから指を離してちス□-シンク麗 j のままになるよ 
うに網けなくてもいしなうに)カメラの設定を変えることもできます (1 09 
ぺージ参照)。 
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八イスピードシンク□撮謗について 


別売のプ□グラムフラッシュ已600 HS ( D )、 3600 HS ( D )、 已400 HS を 
このカメラに取り付けてフラッシュの液晶表示卽に HSS を表示させると、 
フラッシュ同調シャッター速度の制限びなぐなり、ずべてのシャッター速 
度 (30 秒〜1/400 0秒)でフラッシュ撮影びできるようになりまず。 



ノ V イスピードシンク□撮影 


通常のフラッシュ撮影 



絞0値の選択幅が広がるので、フラッシュを使った撮影でを絞0を開け、人 
物が浮き上がって見えるポー h レー h を撮ることができまず。 


A 500 E\Eti 

□ 位 0— i 


% む:] ㈱ ？ 


八イスピードシンク□撮影では、 
ボディ表示部とファインダー内 
のフラッシュモード表示の横に H 
が点なしまず。 

設定はフラッシュ側で行いまず。ち 



まはフラッシュの使诏説明書をご覧 
<ださい。 


■ ノバスピードシンク □} 最影では、通甫のフラッシュ撮影よりも調光距離の範囲が喔 
くなります。撮影前に、被写体がプ□グラムフラッシュの重動距離ち囲内にあるか 
どうかプ日グラムフラッシュ本体または使用調月書で確認してくださし v 
■ 堂光打下で!麗居するとき、またはファインダー网こ測光範囲外の警告表示イ ►► 
の,な威が出るときは、適正露出が得られないことがあります。1/12已砂より高 
速のシャッター速度にしないでくださし、 

■ フラッシュメーター、カラーメーターは使用できません。 
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ワイヤレスフラッシュ撮謗について 


別売のプ□グラムフラッシュ已600 HS ( D )、 3600 HS ( D )、 已400 HS 、 
已40 Ox し3已 OOxi を使うと、ワイヤレスフラッシュ撮影びできるように 
なりまず。 



フラッシュをカメラに 
取り付けて撮影 



ワイヤレスフラッシュ撮影 
(標準） 



ワイヤレスフラッシュ撮影 
(光量ヒお獅） 


フラッシュをカメラの上に取り付けて撮 
影ずると、写真①のように平面的な写真 
になることがあ0まず。 

このようなとさ、フラッシュをカメラか 
5取0夕+し、フラッシュの位置を工夫ず 
ることで、霞のような陰影の巧いた立体 
感のある写真が撮影でさまず。 

写真⑤は、カメラの内蔵フラッシュと力 
メラか5離したプ□グラムフラッシュの 
光量を、1:2の割をで発光させたをので 
ず。明暗差が柔5かくな0、自然な陰影 
を巧けることがでさまず。 

一眼レフカメラでこのような撮影をずる 
ときには、カメラとフラッシュをコード 
で接続しなければな5ない場をがあ0ま 
ず。このカメラは、コードがなくてをこ 
のような撮影ができまず。これは、カメ 
ラとフラッシュの信号の伝達をコードで 
はなく、フラッシュの光を利诏ずるか5 
でず。この撮影をワイヤレス （= コードの 
ない)フラッシュ撮影といいまず。 

をちろん露出はカメラが自動で適正露出 
になるよう制御しまず。 
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1. フラッシュをカメラに取り付 
け、フラッシュとカメラの電 
源を ON にしまず。 


2.フアンクシヨンダイヤル 
を％ L の位置まで回しまず。 


3 . フアンクシヨンポタンを巧し 
なが5ダイヤルを回し、ポデ 
ィ表示部に WL 〇〇を表示させ 
まず。 



4. フラッシュをカメラから取り 
外し、フラッシュモードボタ 
ンを巧してカメラの内蔵フラ 
ッシュを上げまず。 
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己-カメラとフラッシュの位置を決めまず。 

このカメラは内蔵フラッシュの発光を信号として対応のプ□グラムフラ 
ッシュを発光させまず。信号が正しく養け取れるような下のことに気を 
付けて < ださい。 

• 室巧など暗いところで撮影してください。 

• 下図の青色の部分にフラッシュを設置してください。フラッシュと被 
写体の距離(表 2) については、例として36日日 HS ( D ) を使诏した場を 
の代表的な距離を記載していまず。詳しい距離情報については、それ 
ぞれのフラッシュの使诏説明書をご覧ください。 
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カメラと被写 
ィ破圧幽1 ) 

3600 HS ( D ) とネ解イ破圧離廣 2) 

HSS でなし職 


シャッター速度 

全シャツター 
離 

1/4部!似下 

1/60〜 

1/1呂已秒 

1/呂50秒 

1/1000秒 

絞り値 

呂召 

1 .4 -已 m 

1 .4 -已 m 

1 - 已 m 

1 - 4 m 

1 - 呂 m 

4 

1 - 已 m 

13已-已 m 

1 - 已 m 

1 - 3 m 

1 - 1.已 m 

已后 

1 - 已 m 

12已-已 m 

13已-已 m 

1 - 呂 m 



♦表の値は iscn 日日のフィルム使诏時でず。 IS 日 4 日日の場をは、上記の 
値の2倍の距離にな0まず(上限は日 m でず)。 

• ワイヤレスフラツシュ撮影においてを八イスピードシンク□撮影が巧 
能になりシャツター速度全域 （3 日秒〜1/4日日日秒)でフラツシュ撮影 
がでさまず。 

これはプ□グラムフラッシュ已臣日日 HS ( D )、 3臣日日 HS ( D ) でのみ巧 


能でず。それながのフラッシュでは、シャッター速度は1/4日秒また 


は、それな下とな0まず。 




6. カメラの内蔵フラッシュとプ 
□グラムフラッシュの巧電完 
了を確認しまず。 

•巧蔵フラッシュは、ファインタ'— 
巧のもが点巧ずると充電完了で 
ず。 

♦プ□グラムフラッシュは、背面の 
みが点巧し、前面の AF 補助光が 
点滅ずると充電完了でず。 

7. カメラのスポット AEQ ック 
ポタンを巧し、カメラから離 
したフラッシュが発光ずるこ 
とを確認しまず(テスト発光)。 
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8 .もラー度両方のフラッシュの充電完了を確認し、シャッ 
ターポタンを巧し込んで撮影しまず。 

• ワイヤレス撮影で2台な上のフラッシュを発光させることをできまず。 
D フラッシュとそれながのフラッシュを同時に発光させる場を、 D フ 
ラッシュでないフラッシュをカメラに取り付けてワイヤレス設定にし 
てください。 D フラッシュを取り付けて設定ずると、 D フラッシュで 
ないちが発光しないことがあ0まず。 


■ スポット AE □ックボタンから指を離してち、その機能が残るよう設定を変更し 
てしぶとき (1 09ぺージ)は、設®号1に戻すことをおすすめします。設®号 
2のが態では、ファインタ H 巧にちが点打してしぶ間はス □- シンク□撮影に 
なります。また、テスト発光のたびに、ス□-シンク□撮影とそうでない状態と 
が切り替わります。 


光量比制御撮影をずる 


プ□グラムフラッシュを2、カメラの内厭フラッシュを1の割合で発光させ 
ることびできまず。 


1. 通常のワイヤレスフラッシュ 
撮影と同様にカメラとフラッ 
シュを設定しまず。 

2. カメラのフラッシュモードボ 
タンを巧しながら、シャッタ 
ーポタンを巧して撮影しま 
ず。 

■ プ□グラムフラッシュとカメラの内蔵フラッシュの割合想をに設をすることはで 
をません。 

■ このときはワイヤレス A イスピードシンク□にはなりません。 

■シャツター連實は、1/4已砂またはそれな下となります。 
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ワイヤレスフラッシュを解除ずる 




1.フラッシュをカメラに取り付 
け、フラッシュとカメラの電 
源を ON にしまず。 


2.フアンクシヨンダイヤル 
をう VL の位置まで回しまず。 


3 . フアンクシヨンポタンを巧し 
なが5ダイヤルを回し、ポデ 
ィ 表示部に篆 L を表示さ 

せまず。 


フラッシュをカメラ135?り付 I よた状態でカメラのメインスイッチを日 FF にして 
も、ワイヤレスフラッシュは解除されます。 

カメラとフラッシュを離したが態でそれぞれのメインスイッチを日 FF にすると、 
カメラのワイヤレス設定は解除されますが、フラッシュ I が？除されません。フラ 
ツシュだけでワイヤレス設定域？除するには、それぞれのフラツシュの使用|^^月 
書をご覧ください。 
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【カスタム設定編】 

カメラの設定状態を、自分の好きな状態に変更ずるち法を説明していまず。 


カメラの設定を変更ずる(カスタム設思 


カメラの設定をお好みの状態に変更できまず。各項目の説明については、 
103ぺージ W 降をご覧ください。 

お買い上げ時には、設定はずべて「1」になっていまず。 



心 叫 



I .フアンクシヨンダイヤル 
を团团の位置まで回しまず。 


2.ダイヤルを回し、変更したい 
項目（カスタム -1 〜カスタム- 
14) を選びまず。 


3. フアンクシヨンポタンを巧し 
なが5ダイヤルを回し、設定 
を変更しまず。 

4. フアンクシヨンダイヤル 
を团团仪外の位置まで回しま 
ず。 


■ 設定した内容(ま、プ□グラムセツトボタンを押してち、カメラの電源を切つてち、 
電池を巧いてち、保持されています。 

■ フアンクシヨンダイヤルの团团位置では、撮影することはできますが、他の操 
作部材との併用はでをません。 


カスタム誇た編 
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カスタム設定の初期化 


1.メインスイッチを OFF にしま 
ず。 



2.フアンクシヨンダイヤル 
を团团の位置まで回しまず。 


3 . フアンクシヨンポタンを巧し 
なが5、メインスイッチを 
OFF か SON にしまず。 

• ずべてのカスタム設定が初期が態 
(設定番号 1) に戻0まず。 

♦フアンクシヨンボタンを押してい 
る闇、 CLr の表示が点滅しまず。 
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カスタム設定項目 


カスタム設定頃目 

ミ凡申 

巧疋 

1 

オートフォーカス優先/レ U —ズ 
優先 

1 

才 ー トフ オー カス優先 

2 

レ U- ズ區先 

2 

白暫^さ戻し 

1 

お 0 

2 

なし 

3 

巻さ戻したフイルムの巧端 

1 

残さない（パト□—ネ阿こ巻 
さ込む） 

2 

残ず 

4 

フイルム感^覇己憶 

1 

なし 

2 

お 0 

已 

フイルム末装厦時のレ U —ズ□ッ 
ク 

1 

なし 

2 

お 0 

已 

フォ ー カスホ ー ルドボタンの機!目 

1 

フ オー カス ホー ルド 

2 

コンティニュァ7J^F 

3 

プレビュ ー( 絞り込奶 

フ 

アイセンサー CD 機!目 

1 

グリップを握ると作動 

2 

グ U ップを握らなくてち作 

動 

8 

P モード時(撮影シーンセレクター 
含む)のフラッシュ自暫辭光の有無 

1 

フラッシュ自動発光あり 
( Pa / Ps シフトなし） 

2 

フラッシュ自動発光なし(ダ 
イヤルを回すと Pa シフト） 

3 

フラッシュ自動発光なし(ダ 
イヤルを回ずと Ps シフト） 


カスタム誇た編 
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カスタム設定頃目 

設定 

9 

スポット AF □ックボタンの機!目 

1 

中央のスポットフオーカス 
フレームを ® R 

2 

□ーカルフオーカスフレー 

ムの選択 

3 

ワイドフオーカスフレーム 

とスポットフオーカスフレ 
-ムの切0替え 

10 

スポット AE □ックボタンの®目 

1 

ボタンを押している間だけ 
機能ずる 

2 

一度ボタンを押ずと機能し、 
ちラー戲甲ずと肖^ 

11 

巧蔵フラッシュによる AF 補助が 

1 

お0 

2 

なし 

12 

フラッシュ調光方式 

1 

ADI 4 分割調光 

2 

TTL 4 分割調光 

13 

フォーカスフレーム^/ j \ 

1 

日.魂！） 

2 

日.邱！） 

3 

表 7 J 舟^し 

14 

レンズ未装着時のレリーズ〇ック 

1 

お0 

2 

なし 
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カスタム -1 才ートフォーカス優巧/レリーズ優巧 

1 - 才ートフォーカス優先 

ピン h がをわなければシャッターは切れません。 

2.レリース’優先 

ピン h がをっていなくてを、シャッターボタンを押したとさにシャッタ 
一が切れまず。 


■ シャツターチャンスな逃さず13最影することがでさます。 

■ ファインタ H 巧の • またはみ》が点打してから（ピントが合つてから)}最影する 
ことをおすすめします。 


カスタム -2 自動巻を戻し 


1. 自動巻さ戻しあり 

最後のコマを撮影ずると、自動的に巻き戻しが始ま0まず。 

2. 自動巻き戻しなし 

最後のコマを撮影してを、巻き戻しは始ま0ません。巻き戻しを始める 
とさは、ボディ背面の途中巻さ戻しボタンを押して<ださい。 


■ 結夕鼠:など、巻き戻しの音を立てたくないときに便利です。 


カスタム誇た編 
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カスタム -3 巻を戻したフイルムの先端 


1. フィルムの先端を残さない 

巻き戻したフイルムは、ずべてパ h □— 
ネ巧に巻さ込まれていまず。 


2. フィルムの先端を残ず 

卷さ戻したフィルムの先端はずべてパ h 
□ーネ巧に巻さ込まれず、一部がに出て 
いまず。 


■ 巻を戻しの»でメインスイッチを日 FF にしないで<ださい。日 N にすると巻を 
戻しが再開しますが、フイルムがすべて巻さ込まれてしまラことがあります。 



カスタム -4 フイルム感度愛更記憶 


1. フィルム感度変更記憶なし 

撮影者がフィルム感度の設定-変更を行った場をでを、その設定は該当 
ずるフィルム]本のみのをのとして扱われまず。 

2. フィルム感度変更記憶あり 

撮影者がフィルム感度の設定-変更を行った場を、次に同じ感度のフィ 
ルムを入れると、同様の変更が自動的になされまず。 

(例 ： ISO 4日日のフィルムをに日8日日に変更した場を、次に IS 日4日日の 
フイルムを入れると、フイルム感度は自動的にに日8日日になりまず。） 


■ リバーサルフィルム姆頁繁に好みの感凰こ合わせて使われるちに礙 U です。 

■ フィルムを入れてからフィルム感度の設定*変更をしてくだい。 

■ -旦違ラ感度のフイルムを入れると、記録されたフイルム感度はリセットされます。 
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カスタム-已フイルム未装損時のレリーズ□ック機能 


1. フィルム未装填時のレリーズ□ックなし 

カメラにフィルムを入れなくてを、シャッターを切ることができまず。 

2. フィルム未装填時のレリーズ□ックあり 

フイルムが入ってなければシャツターは切れません。 


フィルムを入れ忘れたまま撮影するとし巧失敗词巧ざます。 

フィルムを入れていな<てち、裏ぶたを開けたままの!犬態だと、シャッターを切 
ることがでをます。 

シャッターボタンを押し込むと、絞り値表示部分(ボディ表示き版よびファイン 
ダ^示部)に C が点威してフィルムが未装慎であることを警告表示します。 


カスタム -6 フオー カス ホール ドボタンの機能 

レンズのフ オー カスホールドボタンの機 
能を変更しまず(フ オーカ スホールドボタ 
ン付きのレンズのみ)。 

1 . フオーカスホールド 

フオーカスホールドボタンを押してい 
る闇、ピン h 位置が固定されまず。 

2. コンティニユアス AF 

フオーカスホールドボタンを押している闇、コンティニユアス AF とな 
り、 常にピン h ををわせ続けまず。 



瞬時に動いているものを撮影したい時に便利です。 


カスタム誇た編 
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3. プレビュー(絞り込み） 

フォーカスホールドボタンを押している闇、設定している絞り値までレ 
ンズが絞0込まれ、ぼけ具ををプレビューでさまず。 

♦プレビューボタンと同じ機!扔 S 使えまず（已 8^- ジ参照)。 

• D レンズじ(外のレンズをお使いの場合は、シャッターボタンを半押しした状 
態でフオーカスホールドボタン慰甲してください。 


カスタム -7 アイセンサーの機能 

メインスイッチび ON の状態でグリップを握ると、グリップセンサーびそれ 
を検知して、アイセンサーの作動を開始させまず。アイセンサーび作動し 
ているときにファインダーに顔を近付けると、カメラを構えていると分か 
るので、撮影準備(ピント合わせと露出の決定)び巧なわれまず。 

• アイスター h 機能を日 FF にしているときは、この設定は関係ありません 
(26 ページ参照)。 

1. グリップを握ると作動 

グ U ップを握ったことをグ U ップセンヴーが検知ずると、アイセンサー 
の作動が開始しまず。 

2. グリップを握らなくても作動 

メインスイッチを日 N にずると、グ U ップを握5なくてを、ずぐにアイ 
センヴーの作動が開始しまず。 


■ ごくまれにグリップの握りちにより、グリップセンサーが微日しにくい場合があ 
ります。このよラな場合、こ定でお使いください。 

■ カメラを王脚に取り何すているとき、手袋をしてしぶときなどに便利です。 

■ こ定にすると、メインスイッチを日 N にしただけでアイセンサーの横 E 日が始 
まります。電池の消耗词巧ぐため、カメラを使わないときにはメインスイッチを 
でさるだけ日 FF にして < ださし、。 
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カスタム -8 P モード時(撮影シーンセレクター含む)の 

フラッシュ自動発がの有無 

1.フラッシュ自動発光あり （ PA / PS シフトなし） 

P モードでシャッターボタンを半押しずると、フラッシュは必要時に、 
自動的に上が0発光しまず。 

別売のプログラムフラッシュ使诏時は、電源を日 N にしていると必要時 
に自動発光しまず。 


■ フラッシュ =E— ドボタンを押しながらダイヤルを回して、強お廣光または発光禁 
止を選ぶこともできます (3 已ぺージ参照)。 


2. フラッシュ自動発光なし(ダイヤルを回ずと PA シフト） 

3. フラッシュ自動発光なし(ダイヤルを回ずと PS シフト） 

P モードでをフラッシュは自動発光しません。フラッシュを発光させる 
ときは、フラッシュモードボタンを押して巧蔵フラッシュを上げてくだ 
さい。別売のプ□グラムフラッシュ使诏時は、フラッシュの電源を日 N 
にして < ださい。 

フラッシュを発光させたくないときは、内蔵フラッシュを下げてください。 
プ□グラムフラッシュ使用時は、フラッシュの霞原を日 FF にしてくださしん 

• 2 に設定ずると、 P モードで測光値が表示されているときに、夕'イヤ 
ルを操作して一時的に絞0値を変更 （ Pa シフ h) ずることができまず 
(6 已ページ参照)。 

♦ 3 に設定ずると、 P モードで測光値が表示されているときに、夕'イヤ 
ルを操作して一時的にシャッター速度を変更 （Ps シフ h) ずることがで 
さまず (6 日ページ参照)。 


■ 自匿光が頃ねしいときおよび Pa/P S シフトをこ使用のときに設定してくださし、。 


カスタム誇た編 
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カスタム -9 スポット AF □ックボタンの機能 


スポット AF □ックボタンの機能を変更しまず。 

1. 中央のスポットフ オーカ スフ レームを 選択 

スポッ hAF □ックボタンを押している闇、ピン h をわせはワイドフオ 
一カ スフレームではな<中央のスポッ h フオーカスフレームで行いま 
ず。また、スポッ hAF □ックボタンを押しなが5夕'イヤルを回ずと □ 
ーカルフオーカスフレームを選択ずることをでさまず。 

ボタンか5指を離ずとワイドフオーカスフレームに戻0まず （6 日〜7日 
ページ参照)。 

2. □ —カルフオーカスフレームの選択 

スポッ hAF □ックボタンを押しなが5夕'イヤルを回ずと特定の□一力 
ルフオーカスフレーム（スポッ h フオーカスフレームを含む）を選択ずる 
ことがでさまず。ボタンを押しつづけな<てを選択したフオーカスフレ 
ームは維持されまず (6 日〜7日ページ参照)。 

3. ワイドフオーカスフレームとスポットフオーカスフレー 
ムの切り曾え 

スポッ hAF □ックボタンを押ずたびに、ワイドフオーカスフレームと 
スポッ h フオーカスフレームが切り替わりまず。 

■ボディ表示部およびファインタ'一表示部に下記の表示がでまず。（ス 
ポッ hAF □ックボタンを押している闇） 



ワイド フオーカスフレーム スポツ トフ オーカスフレーム 
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カスタム -10 スポット AE □ックボタンの機能 

スポット AE □ックボタンの機能を変更しまず。 

1. ポタンを巧している間だけ機能ずる 

スポッ hAE □ックボタンを押している闇のみ、スポッ h 測光またはス 
□ーシンク□になりまず。ボタンを押しなが5シャッターを切ってくだ 
さい (77 ページ参照)。 

2. —度ポタンを巧ずと機能し、もラー度巧ずと解除 

スポッ hAE □ックボタンを一度押して離ずと、スポッ h 測光またはス 
□—シンク□になりまず。シャッターを切るときに、スポッ hAE □ッ 
クボタンを押し続ける必要がありません。解除ずるときは、をう一度ス 
ポッ hAE □ックボタンを押してください。 


■ 機能している間は、ファインダ叫巧に ■! が表示されます。 

■プ□グラムセットボタンを押す、フラッシュ発光の有無を切り替える、メインス 
イッチを日 FF にする等の激乍でも觸涕されます。 


カスタム -1 1内蔵フラッシュによる AFffi 巧!光 

1. 内蔵フラッシュによる AF 補助光あり 

必要時には自動的に AF 補助光が発光しまず。 


■ 内蔵フラッシュを発が禁止⑤にしているとをは、 AF 補助光は発光しません。 
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2. 内蔵フラッシュによる AF 補助光なし 

AF 補助光は発光しません。 


■フラッシュは発光させたいが AF 補助光は発光させたくない場合!こ有効です。 

■ 内蔵フラッシュによる AF 補助光なしに設定しても、プ□グラムフラッシュを使 
用した場合は、プ□グラムフラッシュの補助光!ま発光します。 


カスタム-12フラッシュ調光方式 

このカメラには、フラッシュ調光として ADI4 分割調光ち式び採用されて 
いまずび、撮影者の好みによつて変更ずることびできまず。 

• 内蔵フラッシュにを別売のプ□グラムフラッシュにをな通でず。 

1. ADI 4 分割調光 

フラッシュ発光時には、使诏フラッシュ-レンズによっては、 ADI 4 分 
割フラッシュ調光または DI 4 分割調光を使って露出を決定しまず。 


■ AD 開光* D 關光ができないフラッシュやレンズ使用時には、 TTL4 分害關光と 
なります。 


2. TTL 4 分割調光 

フラッシュ発光時には TTL 4 分割夕'イレク h 調光ち式を使って露出を決 
定しまず。4分割調光素テがオー h フオーカスと連動しているので、力 
メラが 被写体の位置と明るさを的確に判断しまず。 


■ メーターやソフトライティングセット、デイ フユー ヴー、 ND フイルター对まね 
れる場合はこの設定にしてください。 
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力乂タム叫〇 ^才ーカスノレー公否!巧 

7つの□—カルフオーカスフレーム(センサー卽)のうち、ピントび固定された 
フレームび一瞬赤ぐ点!打しまず。この点灯時間を^ずることびできまず。 

1. ピント含焦時に表示(約日.3砂） 

2. ピント含焦時に表示(約日.6砂） 

3. 表示なし（□ーカルフオーカスフレーム選択時のみ表示） 

□ーカルフオーカスフレーム選択時、またはスポッ hAF □ックボタン 
を押したとさのみ約日.6秒点なしまず。 


■ シャッターボタン半押しでは点のしません。シャッターを切るたびに点打するの 
がわずらわしい場合にご使用ください。 


カスタム -14 レンズ未装着時のレリーズロック機能 

1. レンズ未装着時のレリーズ□ックあり 

カメラにフイルムが入っている場を、レンズを取0巧けていなければシ 
ヤツ ターは切れません。 


■ レンズが取り付けられていなしが態で誤って撮影が行われるのを防ぎます。 

■ シャッターボタンを半押しすると絞り fiS 示部分!こ「一-」が点打します。 

2. レンズ未装着時のレリーズ□ックなし 

フイルムが入っていてレンズが取0巧け5れていなくてを、シャッター 
を切ることができまず。 

■ カメラを天体望遠鏡1謂?り付ける場合など、ミノルタ AF レンズ似外のレンズで 
撮影したいときにご使用ください。そ m 外は閱案作防止のため、設定1でのご 
使用をおすすめします。 


カスタム誇た編 
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附録】 

お使いいただけるアクセサリーや取り扱い上の注意などについてまとめて 
いまず。 


プ□グラムセツ h ボタンの磯能 


プ□グラムセツトボタンを押ずと、カメラは最も甚本的な状態(全自動)に 
なりまず。 


状態が変ねるもの 

ボタンを押した後の状態 

参照 

露出モード 

P ヴ□グラム)モード 

已4 

撮影シーンセレクター 

辭除 ( P モード） 

38-^3 

フラッシュ発光 

自動発光(カスタム 8-1 に醜の場合) 

34 

ピント合わせ 

オートフォーカス 

32 

セルフタイマー 

(作動前/作動中に関係な C ) 辭除 

44 

連締最影 

辭齡1コス賴獻 

47 

露出補正値 

日.日 

81 

ブラケット(露出ずらし） 

辭除 

83 

多重露光 

(2 枚目が巧最影でも)辭除 

8已 

ワイヤレスフラッシュ設定 

辭除 

92 

AFE - ド 

A 郁」御自動切り換え 

フ1 

AF フレーム 

ワイドフォーカスフレーム 

已已 

ワイヤレス U モコン 

辭齡1コス碼獻 

4已 


■ じ1下の設定はプ□グラムセットボタンを押して至されません。 
* 网誌フラッシュのホ目軽減発が； 

* 日付と時刻に関する設定 
* フィルム感直 
* カスタム設定 
* アイスタート設定 
. 電子音設定 
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このカメラと組みをわせて使えるアクセヴリー 


このカメラでご使用いただくレンズ-アクセサリーは、当な製品をおずず 
めしまず。当なのレンズ•アクセサリーはこのカメラの特性に適合ずるよ 
うに設計、製造、管理されていまず。当社:製品 w がの付属品をお使いの場 
合、いかなる事象び生じるかは予想いたしかねまず。 

レンス 

ずべての a レンズ、 a-Xi レンズび使用できまず。それ iU がのレンズ(Vレン 
ズ、 MD レンズ、 MC レンズなど)はご使用になれません。 

カメラとレンズをセツトで購入された方へ 


レンズのをな仕様 



A F ズーム 2 8- 8 日 mm 
F3. 已-已.已 （ D) 

AF ズームフ已 -3 日日 mm 
F 4 .已-已.已 （ D ) 

レンズ(群一枚） 

フ-8 

10-13 

画角 

フす 〜 3 cr 

32 。〜が 10' 

最お接 J 麗ミ距離夺 

日.4 m 

1.5 m 

最大撮影倍率 

日.24 X 

日.2 已 X 

最小絞り 

F22 -38 

F32 -38 

フィルター径 

已已 mm 

已已 mm 

補修用 1 猫旨き踊保有年限 
(生臟了徴 

已年 

已年 

大ささ(最大径 X 長さ） 

已 3 X 已 8 mm 

フ 1 X 122 mm 

重量 

19 日呂 

4已日呂 


夺最巧接撮影距離とは、フイルム面から被写体までの最短距離を示しまず。 


■ 本書に記載の化能および外観は、都合!こより予告なく^することがあります。 
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レンズフード 


フラッシュを使わずに撮影ずる場合は、画 
面がにある光び描写に影響ずるのを防ぐた 
めに、フードの使用をおずずめしまず。 
フードとレンズ先端とを合わせ(位置合わ 
せ必要)、時計ち向に回して取り付けまず。 



■ 内蔵フラッシュを使って撮影するときは、フラッシュ光がさえざられることがあ 
りますので、レンズフードを外してください。 

■ 収綱するときは逆向けに取り付!すてください。 


フラッシュ 

內厭フラッシュでは光び届かないような S 巨離でも、より大光量のプ□グラ 
ムフラッシュやべクティスフラッシュを用いれば、美しいフラッシュ撮影 
びでをまず。 

♦プ□グラムフラッシュ已臣日日 HS ( D )、 3臣日日 HS ( D )、 已4日日 HS 、 

已400 x 1、 3已日 Cixk 2000 x 1、已2日日し32日日し2日日日しべクティス 
フラッシュ SF -1、 マク □ U ングフラッシュ] 2日日、マク□ツインフラッ 
シュ24日日は、そのままご使诏になれまず。 

♦ AF シ U — ズじ(前のフラッシュ（オー h エレク h □フラッシュなど)や、ミ 
ノルタながの他社製のフラッシュは、このカメラでは使えません。 

♦プ□グラムフラッシュ4日日日 AF 、 28日日 AF 、 ISOOAFs マク□フラッ _ 

シュ] 2日日 AF をご使诏になる場をは、な下の点にごま意ください。 

-カメラに取り付ける際には、別売りのフラッシュシューアタ'プター FS - 
1 ] 日日が必要でず。 

-フラッシュの AF 補助光は発光しません。 
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取付方法 

1. アクセヴ U —シューキャップを外してく 
ださい①。 

キャップはストラップに付いているアイ 
ピースキャップに収納することびでさま 
す③。 

2. フラッシュのオート□ックフットをカメ 
ラのアクセサリーシューに、止まるまで 
しっかりと差し込みます。（詳細はフラ 
ッシュの使用説明書参照） 

カメラ側で操作ずる場合 

カメラのフラッシュモードボタンを押し 
なびらダイヤルを回します。 

自動発光、強制発光、発光禁止のいずれ 
か1つび選択でさます。 

フラッシュ側で操作ずる場合 

フラッシュの日 N / OFF ボタンを押しま 
す。 

シャッターボタンを半押しすると、カメ 
ラのボディ表示部に現在のモードび表示 
されます。 


3臣〇 OHS ( D ) 


■ フラッシュ表示は内蔵フラッシュと同じです。 

■ フラッシュがの届く範囲については、フラッシュの使用説明書をご覧くださし、 
■赤目輕光!まできません仍腻フラッシュじ(外ではそれ(まど目がホく写らないため)。 

■ P=E— ドおよび撮影シーンセレクター選択時は、自i^篤光と発光禁止しか選択で 
きませんので、フラッシュを必ず発光させたしとき(強を隣光)はカメラ側で操作 
を巧ってください。 

■ A/S/M=E— ド時は、内蔵フラッシュと同じく、強お廣光または発光禁止しか 
選べません。 
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U モートコード RC - 1 000 S / RC -1 00 0 L について畑 J 愚 


カメラか目離れてシャッターを切ることびできまず。カメラぶれを防ぐと 
同時に、シャツターボタンを長時間押したまま固定ずることちでをまず。 



リモートレリーズター三ナルの力 
バーを開けて、 コー ドをターミナ 
ルに接続しまず。 

• コードを上向さにして接続してくださ 
い。 

♦ U モー h コードを取りがずときは、コー 
ドのプラグ部分を持つてがしてくださ 
い。 U モー h レ U — ズター S ナルのカバ 
一は引張5ないで < ださい。 



另院の U モートコードク U 
ップで、コードをはさんで 
止めることびできます。 


バッテリーパック BP -200 

単3お電池び使用できる a-S weet n 専用のバッテリーパックでず。 


使用できる電池は、単3おアルカリマンガン電池 (4 本)またはニッケルか素 
電池 (4 本)でず。 



に001年秋発売予定) 
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アングルフアインダー/マグニフアイヤー 


アングルファインタ' 一、 マグニファイ 
ヤーなど、ファインタ'一部分にアクセ 
ヴ U —を取り付ける場をは、アイピー 
スカップをがしてください。アイピー 
スカップは両側を上に押し上げるとが 
れまず。 



♦アングルファインタ'一またはマグニファイヤーをお使いの際は、アイスタ 
一 h を OFF にしてください。 

巧度調整アタッチメント1〇〇〇 

ファインタ'一巧の画像がはっさ〇見えないとさは、視度調整アタッチメン h 
] 日日日を取0付けて視度を調整ずることがでさまず。近視诏4種類、遠視诏 
已種類があ0まず。 

が下のものは、このカメラと組み合わせての使用はで 
をません。 

♦ワイヤレスフラッシュ U モコン 

♦コン h □—ルグ U ップ CG -1 000 ♦データレシーバー DR -1 000 
♦ワイヤレスコン h □—ラー旧-1 N 

♦各種縦位置コン h □—ルグ U ップ ♦データセーバー DS -1 日日 


■ この使用説明書は2001年4月に作成されたものです。そ m 降に^されたア 
クたサリーとの組み合ねせは、本書裏表紙に記載の当社フォトサポートセンター 
にあ周い合わせくださし、。 
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測光値表示が点滅したときは健出の警告 


そのまま撮影ずると適正露出び得目れないときは、測光値表示び点滅して 
お知らせしまず。点滅しないように設定を変えてくださし、 



表 7J 部 

原因 

処置 

P / 

A/ 

S/ 

M 

I 



被写体が明るずぎる、 
または暗ずぎて、力 
メラの測光範囲を超 
えていまず。 

被写体が明るずさる 
とさは、 ND フイ J レ 

ターを使ラか、被写 
体が暗くなるように 
しまず。 

被写体が暗ずぎると 
きは、フフツシユ撮 

影を巧なラか、被写 
体が明るくなるよう 
にしまず。 

P 

I 

的が ! 

AUTO □ 公 0 — 1 

1 

被写体が明るすぎる、 
または暗ずぎて、使 
用レンズの絞り値、 
シャツター 速度の韶 
囲を超えていまず。 

A 

(Pa) 

I 

si 

® □ 1 公 Q i 

1 

被写体が明るずぎる、 
または暗ずぎて、シ 
ャツター速度の韶囲 
を超是ていまず。 

シャツター速度が点 
滅しないよラに、絞 
0値を^します。 

fUSBES^Sk 


S 

(PS) 

I 

sBOOB \过 

® □ A 0'1 

1 

被写体が明るずぎる、 
または暗すぎて、使 
用レンズの絞り値の 
範囲を超えていまず。 

絞り値が点威しなし、 
よラに、シャツター 

速度をしまず。 


■ 上 i 故)ラち、上の2つI巧最影シーンセレクター選択時にち表示されることがあり 
ます。 
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あれつ？と思つたとをは 

故障かな？と思ったときは、巧のことを調べてみてください。それでも調 
子び悪いときや分か目ないときは、「アフターサービスのご案阿に記載さ 
れている当なサービスセンター、サービスステーションにお問い合わせく 
ださい。 


症状 

点検項目 

処置 

ぺージ 


ボディ表示部に 
fMFI が^、されて 
いませんか。 

フオーカスモードレ八一を押し 
下げて才ートフオーカスにして 
ください。 

73 

ピントが合 
わなし、。 

才ートフォーカス 
の苦手な被写体 
(32 ぺージ参照)を 
撮ろうとしていま 
せんか。 

フオーカス□ツク、または^ 
によるピント合わせを行なつて 
ください。 

32 

73 


被写体に近づさず 
ぎていませんか。 

レンズの最近接撮影距離より離 
れて撮影してください。（最近 
接撮影距離につし、ては、レンズ 
の使用説明書をご覧くださ 
し、） 

/ 

シャツター 

ピントは合ってい 
ましたか。 

ピントび合わないと シャツ ター 
は切れません。（ピントが合わ 
な <てち シャツ ターが切れるよ 
ラにすることちでさます。 

103 

が切れなし、。 

カメラを天体望這 
鏡などに取り付け 
ていませんわ、。 

天体望5^などにカメラを取り 
付けた場合は、フィルムが入つ 
てし、るとシャツターび切れませ 
ん〇 

111 

各種操作部 
材での機能 
変更びでさ 
なしん 

ボディ表示部に 
「〔•1巧と」が表示さ 
れてし、ませんか。 

フアンクシヨンダイヤ^レの|^ 
を因因！じ(列にしてくださし、。 

/ 
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症状 

点検項目 

処置 

ぺージ 

シャッター 
が切れない。 

カスタム設定でレ 
U — ズ□ックあり 
にしていませんか。 

カスタム-已の2に設定して し、 る 
とフィ j レムがカメラに入つてい 
ないとシャッターは切れませ 

hjo 

10已 

暗いところ 
でシャッタ 
ーボタンを 
半押しずる 
と、フラッ 
シュが発光 
ずる。 

暗いところでちピ 
ントが合ラよラに 
ずるためのフラッ 
シュ ( AF 補助光)で 
ず。 

フラッシュを発光禁止にずる 
と、 A 巧甫助光ち発光しません。 
また、 AF 補助光だけを発光し 
なし、よラにずることちでさまず 
(1 日日ぺージ参照)。 

已フ 

写真がぶれ 
てしまラ。 

暗いところでフラ 
ッシュを発光させ 
ずに撮影しません 
でしたか。 

フラッシュまたは王脚の使用を 
おずずめしまず。高感度フィル 
ムを使ラと手ぶれび少なくなり 
まず。望這レンズを使ったり、 
フラッシュを発光させずに撮影 
すると、手ぶれしやすくなりま 
ず。 

42 

フラッシュ 
撮影したち 
のが全体的 
に暗くなる。 

フラッシュ光の届 
く韶囲で撮影しま 
したか。 

フラッシュ光の届く範囲で撮影 
してください。別売りのフラッ 
シュをご使用のとさは、フラッ 
シュの使巧説明書をご覧くださ 
し、。 

34 

フラッシュ 
撮影したち 
のの下部が 
暗 < なる。 

レンズフードを付 
けたまま撮影しま 
せんでしたか。 

カメラの内蔵フラッシュで撮影 
するとさは、レンズフードを外 
してくださしん 

11已 

被写体に近づさす 
ぞてしませ hu か。 

カメラの内蔵フラッシュで撮影 
ずるときは、被写体から ImiU 
上離れてくださしん 

34 
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症状 


処置 


ぺ_ジ 


ボディ表示 
部に Err が表 
示される、 
または何も 
表巧されな 
し、。 


電池を一度取り出し、入れ直して 
くださしんそれでも直らなし鳴合、 
また何度ち繰り返して^、される 
場合は、別紙 [7^ フターヴービス 
のご案巧 J に i 請 g の当社サービス 
センター、サービスステーション 
にち個し、合ねせください。 


裏ぶたが開 
かずフイル 
ムび取り出 
せなし、。 


このカメラは、セーフティ□ック機能を搭載しており、 
フィルムがはいっていると裏ぶたを開けることがでさ 
ません。 

故圏きなど、非常の場合に[お U 下の方法で裏ぶたを開 
けることがでさまず。 

ファンクシヨンダイヤルを侶0のだ置に含ねせ、ファ 
ンクシヨンボタンとスポット AE □ックボタンを巧し 
ながら、メインスイッチを OFF ^ N にずると裏ぶた 
□ックが間瞧^:れまず。 

暗室や簡首の中にカメラを入れ、フィルムを取り出し 
まず。 

この方法で開かなし場含は、じ TF のま)頃に従ってくだ 
さしん 

カメラのグ U ップ側にあるルさな穴に、巧の細いもの 
を突っ込んで、中のスイッチを押し下げ、裏ぶたを開 
けまず。 

裏ぶたを開けてフイルムを取り出ずときは、暗室や暗 
箱の中で朽つてください。 
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取り扱い上の注意 


電池にごいて 


♦電池の性能は低温になるほど低下しまず。寒いところでご使诏になるとき 
は、カメラを保温しなが5撮影してください。海が旅行や寒いところでは、 
予備の電池をご诏意されることをおずずめしまず。なお、低温のために性 
能が低下した電池でを、常温に戻せば性能は回復しまず。 

♦新品の電池を初めてお使いのとき、電池が保管されていた状況によっては、 
メインスイッチを日 N にずるとが点滅ずることがあります。この場を 
はメインスイツチを何度か切ったり入れたりずると、電池容量が回復しまず。 


巧用温度について 

♦このカメラの使诏温度範囲は 一 2日む〜已日むでず。 

♦直射曰光下の車内など極度の高温下や、湿度の高いところにカメラを放置 
しないでください。 

♦液晶表示は、低温下で反応がやや遅<なった0、高温下で表示が黒<なっ 
た0ずることがあ0まずが、常温に戻せば正常に作動しまず。 

♦カメラに急激な温度変化を与えると内部に水滴を生じる危険性があ0まず。 
スキー場のような寒い屋外か5温かい室内に持ち込む場をは、寒い屋外で力 
メラをビニーに入れ、袋の中の空気を絞り出して密閉しまず。その後室 
巧に持ち込み、周匿の温屬こなじませてか5カメラを取り出してください。 


その他 


♦カメラは精密機械でず。取り扱いにはま意してください。特に、シャッタ 
一幕、ミラー、レンズの信号接点などを傷つけないようにしてください。 
♦カメラに強い衝撃を与えないでください。 

♦バッグなどに入れて持ち運ぶときは、メインスイッチを日 FF 位置にして 
<ださい。 

♦このカメラは防水設計にはなっていません。海辺等で使诏されるときは、 
水や砂がかか5ないよう特にま意してください。水、砂、ホコ|」、塩分等 
がカメラに残っていると、故障の原因にな0まず。 
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手入れと保营の仕方 


手入れのしかた_ 

♦カメラボディやレンズのが側を拭くとさは、柔5かいされいな巧を使いま 
ず。砂が巧いたときは、プ□アーで吹き飛ばしまず。こずるとカメラを傷 
巧けまず。 

♦レンズ面を清掃ずるときは、プ□アーブラシでホコ U 等を取り除きまず。 
ミちれがひどい場をは、柔5かい巧やレンズティツシュにレンズク U —ナー 
を染み込ませ、レンズの中央か5円を描くようにして軽く拭きまず。レン 
ズク U —ナーを直接レンズ面にかけるのは避けて<ださい。 

♦シャツター幕ミラーなど、カメラの内部に触れないでください。ミラーお 
よびその周辺のほこ0はオー h フォーカスに影響を及ぼず恐れがあるため、 
プ□アーで吹さ飛ばしてくださ U また、内部をボンべタイプのプ□アーで 
吹かないでくださ IA 故障の原因にな0まず。 

♦ カメラ内部の S ラーは、多少、ほこ0が巧いていてを露出には影響しません。 

♦シンナーやベンジンなどの有機溶剤を含むク U —ナーは飽巧に使诏しない 
で < ださい。 

♦レンズ面に直接指で触れないで < ださい。 

保管のしかた 

♦ 使诏しないときは、レンズキャツプやボディキャツプを巧けてください。 

♦長期閨使诏しないとさは、電池を扳いてください。 

♦保管ずるとさは、涼しく、乾燥していて、風通しのよい、ホコ U や化学囊 
品のないところに保管してください。長期闇の保をには、密閉した容器に 
乾燥剤と一緒に入れるとよ0安全でず。 

♦防虫剤の入ったタンスなどに入れないでください。 

♦ 保管中を時々電源を入れて、空シャツターを切るなどの操作をしてくださ 
い。また、ご使诏前には整備点検されることをおずずめしまず。 

海か旅行や結婚式など大切な撮影のときは 

事前に作動確認とテス h 撮影をおずずめしまず。また、予備の電池を携帯ず 

ることをおずずめしまず。万一、このカメラを使诏中に、撮影できなかった 

0、不具をが生じた場をの補償についてはご容赦ください。 

ア フターサー ビスについて 

本製品の補修诏部品は、生産終了後7年闇を目安に保有していまず。アフタ 

ーサービスについては 、 r アフターサービスのご案内 j をご覧ください。 
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をな磯能 


才ート 
フオーカス 

方式： TTL 位相差検出方式 

検出素子： CCD ラインセンサー(中央ク□ス、フ点 S ライン） 

検出範囲： EV-1 〜1 8(150100) 

動体予測フオーカス制御/ AF 制御自動切り替え/コンティニュア 
ス AF/ ワンショット AF 切り替え可能 

ARi 助光 

巧蔵フラッシュによる補助光惯译度、低コントラスト時自動発 
光作動距離範囲：約！〜已 m プ□グラムフラッシュ装着時、 
フラッシュの巧蔵 AF 補助光に自動切り替え 

測が方式 

TTL 開旅則が14分割;、ニカムパター乂弓〇^スポット測光） 

測光素子：14分割八ニカムバターン SPC (シリコンフオトセ J レ)4分 
割フラッシュ光調光巧 SPC (シリコンフオトセ J レ） 

測光麵：14分割ノじカムパターン測光時 E …〜2日スポット測 
划寺 EV4 〜2日 (IS 日1日日 FI. 4レンズ側） 

シャツター 

電子制御式りフオーカルプレーンシャッターシャッター速 
度：1/4日日日〜3日お)、バルブ(新品電池使用時約已時間）フラ 
ッシュ同調最高速度：1/12已秒八イスピードシンク□機有觸 
用時は1/4日日巧り 

巧蔵フラツ 

シユ 

ガイドナン八一:1 2(150 100 - m) 照き确：焦点距離 28mm 
充電時間：約4秒(カメラと電源を共有） P モード/撮影シーン 
セレクター：自動ポップアップ、自暫辭光(強お辟光、発^止 
巧） A/S/M モード：フラッシュアッフ B きは S 至巧瞬光、ダウ 
ン励ま発が禁止赤目輕咸プリ発光還尺巧自 g/ ワイヤレスフラッ 
シュ信号光発が可能(光量ヒお獅も巧有旨 

ファインダ 

ルーフミラー式一眼レフレックス方式視野率：日日％X日日％倍 
率：日.フ已倍(已日 mm レンズ、〇〇位置）視度：一1ディオプトリー 
アイポイント：1巨 mm (接眼巧より 13mm) 

フイルム給 
送 

オート□ー ディング （1 コマ目まで自動送り） 

1コマ撮影/連続撮影最高3コマ/秋 

連続撮影露出ブラケット/Iコマ撮影露出ブラケット/多重露光/セル 
フタイマー (1 日お)） 

自動きき戻し/途中きき戻し可能きき戻し時間：約8お) (241 巧最り） 

フイルム感 

度 

DX コード付きフィルム使巧時は自動醜(区日2已〜5日日日)手動設 
定可能(に日己〜640日、1/3段) DX コードの巧し、てし佩いフィル 
ム使用時は前回のフィルム感度を自暫設定フラッシュ}麗ミ時は 
IS 日2已〜1日日日のフィルムを推奨 
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撮影巧旨妹数 

試,件： AF ズーム28お日 mm F3.5-5.6 (D) - 24枚撮 
りフィルム•新品電池使用、1力月に2本撮影 
参標準}麗ミ時 （1 コマごとにレンズを無限這から 2m まで3 
回届勵させ、シャッターボタン半押しで1巧が熙樹最影、 
その他}麗ミ準摘を含む） 

温度 2ぴ仁 一 1ぴ仁 

フラッシュ使吊しない約3日本 約24：お 

フラッシュ已日％使巧 約14本 約11本 

フラッシュ1日日％使巧約日本 約フ本 

♦カメラの操作巨殿!がかない場合 （ 1コマごとにレンズを無 
限這から 2m まで1回届勵させ、シャッターボタン半押し 
で哪>概^後撮影、その他}麗ミ準摘を含む） 

温度 2ぴ仁 一 1ぴ仁 

フラッシュ使吊しない約4已本 約3已本 

フラッシュ已日％使巧 約18本 約14：$： 

フラッシュ1日日％使巧約11本 約9本 

♦カメラの使し、方により撮影巧旨妹数は変ねりまず。 

參電池を長持ちさせるために、撮影しなし、ときはメインス 
イッチを日 FF にしてくださしん 

♦3 已枚撮りフィルムの場合は、上言的)2/3程度の本数に 
なります。 

大きさ 

127 iD X87( 高さ） X 已〇.已 (Hf 可さ) mm 

重さ 

33已旨(蕾也月の 


本書に記載の性能は当社試験条件によ 0 まず。 

本霞こ記載の性能および夕欄は、都をにより予告なく変更ずることがありまず。 


C€ 


ボディ底面のこの マー ク （C E マーキング) は、本製品が電誠全•電 
波麗に関する E U (欧州連合)の勁事項 I ご1合してしぶことを示す 
ものです 。 C E とはフランス語の Conformi お Europ 6 enne 白一□ツ 
パ言をを)の頭ち字です。 
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